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１ 

｢蓄積と拡大再生産｣(『資本論｣第２部

第21章)の草稿について（下）
『資本論」第２部第８稿から－

大谷禎之介

5)、部門Ⅱでの蓄積。

１）この「5)」は，赤鉛筆で丸く囲まれている。

〔原文〕

５）AccumulationinKLII． 

ａ)ＤＣⅡについての第１の困難一すなわち商品資本Ⅱの構成部分

から不変資本Ⅱの現物形態への《再》転化一は，単純再生産にかんする

ものである。前にあげた表式

1000ｖ＋1000ｍ（１） 
、／

2000ｃ（Ⅱ） 

をとって…｡"いま,たとえば苧､すなわち500m(、つまり剰
余生産物’の半分がふたたびそれ自身不変資本として部類，に合体される

とすれば，’の剰余生産物のうち’に保留しておかれるこの部分は，ｃⅡ

のどの部分をも補填することができない。それは消費手段には転換されな

いで（そしてこの場合，ＩとⅡとのあいだの流通のこの部分では，，OOOv

（１）によるl000C（Ⅱ)の補填とは違って，現実の相互的交換，つまり諸商

品の双方的場所変換が行なわれる)，Ｉ《そのもの》の《なかで》追加生産

手段として役だつべきものである。それはこの機能をＩとⅡとで同時に果

たすことはできない。あるいは，別の言いかたをすれば，資本家は，自分

の剰余生産物の価値を消費手段に支出すると《同時に》その剰余生産物を
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''581《自分で》生産的に消費すること，すなわち自分の生産的資本に合体
ｖ＋ｍ ｖ＋ｍ 

することはできない。だか'う，2000（１）ではなくてただ1500(1)だけが，

つまり（1000ｖ＋500ｍ）Ｉだけが，2000(ｃ）Ⅱ）と転換可能である。す

なわち，500ｃ（Ⅱ)は，その商品形態から生産資本（不変資本）Ⅱに再転

化できないのである。したがって，Ⅱでは過剰生産が生じることになり，

その大きさはちょうどＩで行なわれた，生産Ｉの規模の拡大のための過程

に対応することになる。Ⅱでの過剰生産はもしかするとＩにも強く反作用

して,そのために労働者ＩがⅡに支出した1000の還流さえも部分的にしか

行なわれず，したがってこの'COOが可変資本の形態で資本家Ｉの手に帰っ

てこないかもしれない。－この資本家Ｉたちは不変な規模での再生産に

おいてさえも，そしてもちろんそれを拡大しようと試承るだけでも，非常

に妨げられていると感じることになる。またそのさい考えるべきことは，，

では単純再生産が行なわれただけだということ，表式’に見られる諸要素

が－たとえば来年といった将来の拡大を目的として－違うように配列

ないし配置されているだけだということである。

１）この「ａ)」には，赤鉛筆でＬ型のカギがつげられている。

２）以下の部分は，表式の右側に書いたのち，ふたたびページの左端から書かれ

ている。

〔原文〕

ａ）DieersteSchwierigkeitmitBezugaufcll)－i､e,ｓｅｉｎｅｌ:Riick:’ 

VerwandlungausBestandtheilvonWaarenkapitalllind・Naturalform

vonconstantemCapitalll-betrifftl:．.：leinfacheReproduction． 

NehmenwirdfriihereSchema， 
￣ 

1000ｖ＋1000ｍ(1) 
、／
2000ｃ（ＩＤ 

Ｗｉｒｄｎｕｎｚ.Ｂ・lQQOmod､500ｍ(1),dHilfted・Mehrproduktslwieder
２ 

selbstalsconstantesKapitald・Kategorieleinverleibt,sokanndieser

inlriickbehaltneTheilseines1）MehrproduktskeinenTheilvoncII 



３ 

ersetzen・StattinConsumtionsmittelnumgesetztzuwerden（uhier

indieserAbtheilungderCirculationzwischenlu・’１，findetim

UnterschiedzumErsatzvoｎｌＯＯＯｃ(IDdurchlOOOv(1)wirklicher 

wechselseitigerAustausch，ａｌｓｏdoppelseitigerSteUenwechselder 

Waarenstatt）sollesalszusiitzlichesProductionsmittell:ｉｎ:ｌＩ 

ｌ：selbst：ldienen、EskanndieseFunktionnichtgleichｚｅｉｔｉｇｉｎＩｕ、

IIverrichten，oderaliasausgedriickt，derCapitalistkannd・Werth

seinesMehrproduktsnichtinConsumtionsmittelverausgabenu． 

':gleichzeitig：ldMehrproductll5811：selbst:lproductivconsumiren， 
ｖ＋ｍ 

ｉ.e・seinenlproductivenKapitaleinverleibenStatt2000(1)ｓｉｎｄａｌｓｏ
ｖ＋m 

nurl500(1)，ntilnlich（1000ｖ＋500ｍ）Iumsetzbargegen2000(c)11)； 

i､ｅ､500c(Ⅱ）sindausihrerWaarenformnichtriickverwandelbarin 

produktivesCapital（const.）ＩＬＥｓｆｔｉｎｄｅａｌｓｏｉｎｌｌｅｉｎｅＵｅｂｅｒｐｒｏ‐ 

duktionstattgenauentsprechenddeminlvorgegangnenProcesszur 

ErweiterungderStufenleiterderProduktionl・DieUeberproduktion

inIIwiirdevielleichtsosehrauflreagiren，dassselbstderRiickHuss 

dervond・ArbeiternlinllverausgabtenlOOOnurtheilweisstattfiinde，

ｄｉｅｓｅｌＯＯＯａｌｓｏｎｉｃｈｔｉｎＦｏｒｍｖｏｎｖａｒiablemGeldkapitalind・Ｈａｎｄｅ

ｄ・Capitalistenlzuriickkehrte-dieｆｔｉｎｄｅｎｓｉｃｈｓｏｇｅｈｅｍｍｔｓｅｌｂｓｔｉｎ

ｄ・ReproductionaufgleichbleibenderStufenleiteru・zwardurchd

blossenVersuch，letzterezuerweitern・Ｕｎｄｄａｂｅｉｉｓｔｚｕｅｒｗａｇｅｎ，

．assinInureinfacheReproduktionstattgefunden，dassnurd 

E1emente，wiesichimSchemalfinden-zumBehufderErweiterung 

Zukunft，sagenextyear-verschiedenarrangirt dReproduktionind、

odgruppirtsind． 

1）seines-ihresとあるべきところであろう。

この困難を回避するために，次のようにしてふるひとがあるかもしれな
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い。￣資本家Ⅱの商品倉庫に寝ていて《直接には》生産資本に転換され

ない500(ｃ）（Ⅱ)は，過剰生産であるどころか，逆に再生産の必要な１要

素を表わしているのであって，この要素をわれわれは無視してきたのだ。

すでに見たように，《ひとつには》Ｉそのものの内部での新たな貨幣資本

の形成を可能にするために，ひとつには徐々に消耗されていく固定資本の

価値を過渡的に貨幣形態で確保するために，貨幣の貯え')が《多数の点で》

積糸上げられなければならず，したがって流通から引きあげられなければ

ならない。他方では－表式の示すところでは，すべての貨幣とすべての

商品が一見して明らかにもっぱら資本家ＩまたはⅡの手のなかにあって，
￣ 

ここには商人も貨幣取扱業者も銀行業者も，またただ消費するだけで直接

には商品生産に関与しない諸階級も存在しないのだから－，再生産にと

っては，その機構を動かしておくために，商品在庫がここではそれの各生

産者の手のなかでたえず形成されるということも，同様に不可欠なのだ。

だから，資本家Ⅱの倉庫に寝ている５.Oｃ（Ⅱ)は，再生産に含まれている

消費過程の連続性を媒介する，ここではある年から次の年への移行を媒介

する，商品在庫（消費手段での）を表わしているのだ。この消費ファンド

は（それは《まだ》，その売り手であると同時にその生産者でもある人の

手にあるが)，今年ゼロにまで下がって次の年にはゼロから始めるという

わけにはいかないのであって，それは今日から明日に移る場合にもそうは

できないのと同じことだ。このような商品在庫の形成は＿たとえその大

きさは変わるにせよ－たえず《新たに》行なわれなければならないのだか

ら，われわれの資本家的生産者Ⅱは，自分の生産資本の，部分が一時は商

品形態のまま固着していても自分の生産過程を続行できるだけの貨幣準備

資本をもっていなければならないのだ。そのうえ彼らは，前提によれば，

商人的《全》業務と生産業務とを兼ねており，したがってまた彼らは，再

生産過程の諸機能がさまざまな種類の資本家のあいだで独立化している場

合には商人の手にあるはずの《追加》貨幣資本をも，思うように処分でき
－－－－ 

なければならないのだ。



５ 

●● 

１）「貨幣の貯え｣－原語はGeldvorratであり，Warenvorrat（商品在庫）に

対応するものである。

〔原文〕

Mank6nntedieseSchwierigkeitzuumgehenversuchen-so：ｄｉｅ 

500(c）（11)，dieaufWaarenlagerd・Capitalistenllliegen，ｕ，nicht

l8unmittelbar：linproductivesKapitalumsetzbarsind，sindsoweit 

entferntUeberproduktionzusein,ｄasssieumgekehrteinnothwendiges 

ElementderReproduktiondarstellen,welcheswirbishervernachlassigt 

haben・Ｍａｎｓａｈ，dassGeldvorrathsichl：anvielseitigenPunkteml

aufhiiufen,alsoderCirculationentzogenwerdenmuss,|:theils：ｌｕｍｄ 

Ｂｉｌｄｕｎｇｖ・neuemGeldkapitalinnerhalblselbstzuerm6glichen，theils

umdWerthdessichallmtihligverzehrendenfixenKapitalstransitorisch 

inGeldformfestzuhalten・Andrerseits-dabeidDarstellungd・Schemas

allesGeldu・alleWaarensichdeprimeabordausschliesslichind．

HandenderKapitalistenlodllbefinden，wederKaufmann，ｎｏｃｈ 

Geldhdndler，nochBanquier，nochblossconsumirendeu・nichtdirect

indWaarenproduktionbetheiligteKlassenhierexistiren-istfUrd 

ReproduktionebensounentbehrlichdiebestandigeBildungv・Waaren‐
－－￣ 

lagern，hierindHiindenihrerrespektivenProducentenselbst，ｕｍ 

dMaschinerieinGangzuhaltenＤｉｅ５００ｃ(11)，dieaufLagerder 

CapitalistenIIliegen,stellenalsodWaarenvorrath（inConsumtions‐ 

mitteln）dar，ｄｅｒｄ.'）dieContinuitiitd・indReproduktioneinge‐

schlossnenConsumtionsprocessesvermittelt，ｈｉｅｒｄ・Uebergangaus

einemJahrinsandre・DerConsumtionsfonds（|:ｎｏｃｈ：lindHiinden

seinerVerkauferu・zugleichProducentenbefindlich）kannnicht

diesesJahraufOherabsinken，umntichstesJahrmitOzubeginnen， 

sowenigdiesbeimUebergangvomheutigenTagzumfolgenden 

derFallseinkannDabestandigel：Ｎｅｕ：lBildung,2）solcherWaaren‐ 

lager-wennauchinwechselndemUmfangstatthabenmuss-3）ｓｏ 
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mussenunsrekapit・ProducentenlI，einGeldreservekapitalhaben，
､● 

dassiebefahigt，mitihremProductionsprocessfortzufahren，obgleich 

einTheilihresproductivenKapitalstransitorischfestliegtinWaaren‐ 

form・Sieverbindenjad・Voraussetzungnachd.|:ganzen:lKaufmanns‐

geschtiftmitd・Productionsgeschiift；siemussenalsoauchiiberd．

|：additionelle：IGeldkapitalverfiigen，dasbeiVerselbstandigungd． 

FunktionendReproduktionsprocessesunterverschiednenSortenv． 

Kapitalisten-4）ｓｉｃｈｉｎｄ、HandenderKaufleuten5）befindet．

1）このｄは消し忘れであろう。

2）このコンマは消し忘れであろう。この直後に抹消されている語がある。

3）このダッシュは，３語まえのstattのまえにあるべきものである。

4）このダッシュは消し忘れであろう。この直後に抹消されている語がある。

5）Kanfleuten-Kanfleuteとあるべきところである。

これにたいしては次のように答えなければならない。１）このような在

庫形成一およびその必要性一は，資本家Ｉについても資本家Ⅱについ

ても言えることである。《単なる》商品販売者として《見れば》，彼らはた

だ，それぞれ違った種類の商品を売るということによって互いに区別され

るだけである。商品Ⅱでの在庫は，それ以前からの商品Ｉでの在庫を前提

する。この在庫を一方の側で無視するのなら，われわれは他方の側でもそ

れを無視しなければならない。だが，それを両方の側で考察に入れてゑて

も，問題は少しも変わらないのである。２）今年は来年のための商品在庫

（Ⅱの側）を抱えて終わるのと同様に，今年はⅡの側が去年から持ち越し

た商品在庫で始まったのである。だから，年間再生産~その最も抽象的

な表現に還元されたそれ－の分析では，われわれは商品在庫をどちらの

側についても無視しなければならない｡われわれは,全生産物〔Production〕

を，したがって今年が商品在庫として来年に引き渡すべきものを今年の分

とすることによって，同時にまた他方では，今年が去年から受け取った商

品在庫を今年の分から引き去るのであり，こうして実際に１平均年の総生



７ 

産物を分析の対象として眼前にもつことになるのである。３）いま避けよ

うとしているこの困難が単純再生産の考察では生じなかったという事情

は，とりもなおさず，ここでの問題がＩの諸要素の再配列，違った配置

（再生産にかんしての）だけに起因する１つの独自な現象にあることを証

明している。この別の配置なしには，およそ拡大された規模での再生産は

行なわれえないのである。｜

〔原文〕

Esisthieraufzuerwidern：１）solcheVorrathbildung-u・ihreNoth

wendigkeit-giltsowohlfiirdKapitalistenlwiefUrd・Kapitalisten

lLAlsl:blosse：lWaarenverkauferl:betrachtet:｜unterscheidensie 

sichnurdadurch，dasssieWaarenverschiednerSortenverkaufen・

ＤｅｒＶｏｒｒａｔｈｉｎＷａａｒｅｎｌｌｕnterstellteinenfriihernVorrathｉｎ 

Ｗａａｒｅｎｌ．Vernachliissigenwirdiesenaufd・einenSeite，ｓｏ

ｍｕｓｓｅｎｗｉｒｅｓａｕｃｈａｕｆｄａｎｄｅｒｎ・Betrachtenwirihnaberauf

beidenSeiten,sowirdamProblemnichtsgedndert､２）WiediesJahr 

miteinemWaarenvorrathfiirntichstes（Seitell）abschliesst,sohat 

esbegonnenmiteinemWaarenvorrathvonihmiiberliefertvom 

vorigenJahr・BeiAnalysederjdhrlichenReproduktion-aufihrenD

abstractestenAusdriickereducirt，miissenwirihnalsoinbeiden 

Seitenvernachliissigen、IndemwirdiesemJahrseineganzePrOduction

lassen，alsodaswasesalsWaarenvorrathanntichstesJahrabzugeben， 

nehmenwirihmaberauchandrerseitsdenWaarenvorrath，ｄｅｎｅｓ 

vomvorigenJahrempfangen,ｕ､ｈａｂｅｎｄａｍｉｔｉｎｄＴｈａｔｄ・Gesammt‐

producteinesDurchschnittsjahrsalsObjectderAnalysevoruns；３） 

DereinfacheUmstand，ｄａｓｓｄ・Schwierigkeit，dieumgangenwerden

soll，unsnichtaufstiessbeiBetrachtungdeinfachenReproduktion， 

beweistdassessichumeinspecifischenPhdnomenhandelt，ｄａｓｎｕｒ 

derRearrangement，derverschiednenGruppirung（ｍｉｔＢｅｚｕｇａｕｆ 
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Reproduktion）dE1ementelgeschuldetist，eineAndersgruppirung， 

ohnewelcheiiberhauptkeineReproduktionauferweiterterStufenleiter 

stattfindenk6nnte､l 

Dihren-ihreとあるべきところである。

次の表式によって再生産を考察しよう。

:里:壬':::吾:::＝巽！}合証拠

1591さて，

ａ）Ｉ） 

Ⅱ） 

まず第１に気がつくのは，年間の社会的再生産の総額が8252で，表式Ｉ）

で9000だったのに比べて小さくなっているということである。表式Ｉより

もはるかに大きい額を取ること，たとえば次のようにすることもできない

ことはない。
Cｕ辺

甜::::#':！::*M:!:'二::!:::}合計三Ｂ２皿
〔しかしながらａ）で〕表式Ｉでの額よりも小さい額を選んだのは，次の

ことが目につくようにするためにほかならない。すなわち，拡大された規

模での再生産（これはここでは，より大きな資本投下で営まれる生産のこ

とである）は生産物の絶対的大きさとは少しも関係がないということ，こ

の再生産は，与えられた商品量について，ただ，与えられた生産物のさま

ざまな要素の違った配列あるいは違った機能規定を前提するだけであり，

《したがって》価値の大きさから見れば単純再生産にすぎない，というこ

とである。単純再生産の与えられた諸要素の量ではなくてそれらの質的規

定が変化するのであって，この変化が，そのあとに続いて行なわれる拡大

された規模での再生産の物質的前提なのである。

〔原文〕

l591WirbetrachtennundReproduktionnachfolgendemSchema： 

①【淵:王Ｗ:::二:!::七…-8肌



９ 

Manbemerktzunachst，dassdGesammtsummedjiihrlichengesell‐ 

schaftlichen＝8252ｋｌｅｉｎｅｒｉｓｔａｌｓｉｍＳｃｈｅｍａｌ)，ｗｏｓｉｅ＝9000．Ｗｉｒ 

kOnntenebensoguteinevielgr6sseｒｅＳｕｍｍｅｎｅｈｍｅｎ,ａｌｓｉｎＳｃｈｅｍａ 

ｌ，ｚ､Bhier： 

［:::Ｗきり::jEm二::二:::::１s…=…
ＥｉｎｅｋｌｅｉｎｅｒｅＳｕｍｍｅａｌｓｄｉｅｓｕｂＳｃｈｅｍａｌｉｓｔｇｅｗｉｉｈｌｔ，gradeum 

augenfalligzumachen,dassdieReproductionauferweiterterStufenlei‐ 

ter(diehier＝mitgr6ssererKapitalanlagebetriebnerProduction)mitder 

absolutenGr6ssedesProductsnichtszuthunhat，dasssieftireine 

gegebneWaarenmassenureinverschiednesArrangementodverschie‐ 

deneFunktionsbestimmungd・verschiednenElementedesgegebnen

Productsvoraussetzt；demWerthumfangnachl：ａｌｓｏ：lnureinfache 

ReproductiｏｎＮｉｃｈｔｄ・Quantittit,sondernd・qualitativeBestimmung

dergegebnenElementedereinfachenReproduktionandern1）ｓｉｃｈｕ・

dieseAenderungistd、materielleVoraussetzungderspaterfolgenden

ReproduktionauferweiterterStufenleiter、

１）iindern-iindertとあるべきところである。

可変資本と不変資本，等々の割合を変えて，表式(ａ）を別のかたちで，

とりわけ次のように描くこともできないことはない。

'､総呈:鯏二に::::}合…
こうするとすれば，表式は単純な規模での再生産のために配列されたもの

として現われ，したがって剰余価値は全部収入として支出されてしまい，

蓄積は行なわれないことになる。

〔原文〕

Wirk6nntendSchema(a）verschiedendarstellen,beiverschiednen 



１０「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

VerhiiltnissenzwischenvariabLu・const、Capitaletc.，ｕ,ａ・ｓｏ：

､〕【:i燃縣に二:！(…壹拠
SoerschieneesalsarrangirtfUrReproductionaufeinfacherStufen‐ 

leiter，sodassMehrwerthganzalsRevenuegespendetunicht 

accumulirtwiirde． 

表式ａ）で現われようとｂ）で現われようと，どちらの場合にも年間生

産物の価値の大きさは同じであって，ただ，一方のｂ）の場合には年間生

産物の諸要素の機能配置がふたたび同じ規模での再生産が開始されるよう

になっているのに，他方のｂ)Ｄではその機能配置が拡大された規模での再

生産の物質的基礎〔Basis〕をなしているだけである。

１）「ｂ)｣－明らかに「ａ)」の誤記である。鉛筆で「ａ)」と訂正されている。

〔原文〕

ＯｂｅｓｉｎＳｃｈｅｍａａｏｄｂｅｒｓｃｈｅｉｎｔ，inbeidenFiillenhabenwirein 

jtihrlichesProductvomselbenWerthumfang,ｎｕｒｄ､ｅｉｎｍａｌｓｕｂｂ）mit 

solcherFunktionsgruppirungseinerElemente，dassdReproduction 

aufderselbenStufenleiterweiterbeginnt，ｗａｈｒｅｎｄｓｉｅＳｕｂｂ)'）d 

materielleBasisderReproduktionauferweiterterStufenleiterbildet． 

1）「ｂ)」 ｢ａ）」の誤記である。

このことは，『資本論』第１部で別の諸観点から検討したジェイムズ．

ミルとＳ・ベーリとのあいだの資本蓄積にかんする争い，すなわち《産業》

資本の大きさが不変な場合のそれの作用の拡張可能性にかんする争いに，
一一

きっぱりと決着をつけるものである。この点にはあとで立ち帰らなければ

ならない｡Ｄ

１）このパラグラフの左側にはインクによる縦線が引かれている。そしてさらに

その左には１つの記号が書かれている。これは「Ａ」という文字なのか,「×)」

というしるしなのか，確信をもって判断することができない。
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〔原文〕

DieｓｍａｃｈｔｅｉｎｆｉｉｒａｌｌｅｍａｌｅｉｎＥｎｄｅｄ,ＺｗｉｓｔＵｌｂｅｒｄ・Accumulation

dKapitalszwischenJamesMillu.Ｓ・Bailey,ｄｅｒｉｎ”Capital“（１）von

andrenStandpunktener6rtertwurde，namlichdAusdehnbarkeitd・

Wirkungdl8industrielL:lCapitalsbeigleichbleibenderGr6ssedeS‐ 

selben、Hieraufsptiterzuriickzukommen．

さて，表式ｂ)Ｄをもっと詳しく分析しよう。Ｉでもnでも剰余価値の半

分が，収入として支出されないで蓄積される，すなわち追加資本の要素に
Ⅱｎ 

転化させられる，と前提しよう。１０００（１）の半分つまり500はいずれか一

方の形態で蓄積される（すなわち追加生産資本として，または可能的追加
Ｖ ｎ１ 

貨幣資本としてとどめられる）のだから，1000＋500（Ｉ）だけ力:収入とし

て支出される。それゆえここでは，ｃⅡの正常な大きさとして現われるの
Ｖ＋ｍｃ 

も，1500だけである。1500（１）と1500(Ⅱ）とのあいだの転換(よ，単純再生

産の過程としてすでに述べたから，それ以上研究する必要はない。同様に
C 

4000（１）↓考察にはいらない。というのは，新たに開始される再生産（そ

れは今度は拡大された規模で行なわれろ）のための再配列も同様に単純再

ﾉﾋ産の過程としてすでに論究したからである。

１）「ｂ)｣－明らかに「ａ)」の誤記である。鉛筆で「ａ）」と訂正されている。

〔原文〕

NunzurndhernAnalysedesSchemab)Ｄ・Unterstellenwir，ｄａｓｓ

ｓｏｗｏｈｌｉｎｌｗｉｅｉｎＩＩｅｉｎｅＨｔｉｌｆｔedMehrwerths，statttobe 

sPentinrevenue，accumulirt，ｉ,ｅ・inElementvonzuschiissigem
m 

KaPitalverwandeltwird・DadieHiilftevonlOOO(1)-500ｉｎｅｉｎｅｒ

ｏｄｄ・andrenFormaccumulirtwerden（i､e・alszuschiissigesproduc-

tivesKapitalfestgehaltenod・alsvirtuellzuschiissigesGeldcapital)，
V m 

sowerdennurlOOO＋500(1)alsRevenueverausgabt・Alsnormale

Gr6ssevoncllfigurirtdaherhierauchnurl500・DerUmsatzzwischen



１２「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

ｖ＋m C 

1500(1)ｕ、1500(11）istnichtweiterzuuntersuchen,ｄａｅｒａｌｓＰｒｏｃｅｓｓ

dereinfachenReproduktionbereitsdargestellt；ｅｂｅｎｓｏｗｅｎｉｇｋｏｍｍｔ 
Ｃ 

４０００(1)inBetracht,daseinRearrangernentfiirdieneubeginnende 

Reproduction（diediesmalauferweiterterStufenleiterstattfindet） 

ebenfallsalsProcessdereinfachenReproductionbereitser6rterte、

１）「ｂ）｣－「ａ）」の誤記である。

したがって，ここで研究しなければならないものとして残っているの
、 ｖ１， 

は，500（１）と376＋376（Ⅱ）とであって，《それらが》一方では両方のそれ

ぞれの側での内部関係に関わるかぎりで，他方では両方の側のあいだでの

運動に関わるかぎりで，研究する必要があるのである。Ⅱでも同じく剰余

価値の半分が蓄積されることが前提されているのだから，ここでは188が

資本に転化することになり,そのうちの士｡の47が可変資本で,二れを概
数計算のために48とすれば，不変資本に転化されるべき188-48-140が

残る。

1)｢差｣－m部門…は376:1500-Ｍなので｢会｣としたのであろう
がⅢ8をﾙ4に分けるには｢告｣にしなければならない｡そうすれば,以下
の数字も，概数計算で可変資本38,不変資本150となるはずのところである。

〔原文〕ｍ
500(1) 

Wasalsohieralleinhierzuuntersuchenbleibtist：ｖｍ， 
376＋376（ＩＤ 

ｓｏｗｅｉｔｌ:sie:leinerseitsdinnerenVerhiiltnissejederbeiden 

Seiten，andrerseitsdieBewegungzwischendenbeidenbetrifft・Da

vorausgesetztist，ｄａｓｓｉｎｌｌｅｂｅｎｆａｌｌｓｄ・HtilftedMehrwerthsaccu‐
１ 

mulirtwerdensoll，sohierinCapitalzuverwandelnl88，ｄａｖｏｎ－ 
４ 

invariables＝47,saydrundenZahlwegen48；bleibtinconstanteszu 
■ 

verwandelnl88-48＝140. 

b)、われわれはここで１つの新しい問題にぶつかるのであるが，ある種
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類の諸商品が他の種類の諸商品と交換されるのが常だ，同じように，商品

が貨幣と交換され，その貨幣がまた別の種類の商品と交換されるのが常

だ，という日常的な理解にとっては，このような問題があるということだ
、ｌ

けでも奇妙だと思われるにちがいない。’'6０１１４０（Ⅱ)は，ｍ（１）の諸商品

のうちそれと同じ価値額の１部分によって補填されることによってのみ，

生産資本に転化することができる。｛ｍｌのうち、Ⅱと転換されるべき部

分が，生産Ｉにも生産Ⅱにもはいることのできる生産手段か，それとも実

際の生産手段としてはもっぱら生産Ⅱにだけはいることができる生産手段

か，このどちらかから成っているのでなければならないことは自明であ

る｡｝この補填はⅡの側での一方的な購買によっての糸行なわれることがで
、

きる。というのは，まだこれから考察されるべき剰余生産物500(Ｉ）はそ

の全部がＩの内部で蓄積に役立つことになっているのであり，したがって

商品Ⅱと交換されることはできないからである。換言すれば，それが《Ｉ

によって》同時に蓄積もされ食われもするということはありえないからで
、

ある。したｶﾐって，Ⅱは140（１）を現金で買わなければならないが，しか

もそのあとで自分の商品をＩに売ることによって彼のもとにこの貨幣が還

流するということなしにそうしなければならないのである。しかもこれ

は，毎年の新たな《再》生産のたびに－それが拡大された規模での再生

産であるかぎり－たえず繰り返される過程なのである。そのための貨幣

源泉はⅡのどこでわき出るのか？

１）この「ｂ)」には，赤鉛筆でＬ型のカギがつけられている。

〔原文〕

ｂ）WirstossenhieraufeinneuesProblemdessenblosseExistenz 

derlaufendenEinsicht，dassWaareneinerArtl8sichlgegenWaaren 

andrerArt，dittoWaaregegenGeldu，dasselbigeGeldwiedergegen 

WaareandrerArtausl：ｚｕ：ltauschenpHegt-wunderlicherscheinen 
ln 

muss．｜l601Diel40(11）k6nnennurdadurchinproductivesKapital 

verwandeltwerden，dasssieersetztwerdendurcheinenＴｈｅｉｌｄ． 



１４「蓄積と拡大再生産」（T資本論」第２部第21章）の草稿について（下）

Waarenv．ｍ(1)zumselbenWerthbetrag．〔Esverstehtsichvon

selbst，dassdermitmllumzusetzendeTheilvonmlausProductions‐ 

mittelnbestehenmuss，ｄｉｅｅｎｔｗｅｄｅｒｓｏｗｏｈｌｉｎｄ・Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎｌａｌｓｉｎ

ｄｉｅｌＬｏｄｅｒｌ:aber:ldiealsactiveProduktionsmittelausschliesslich 

nurind・Productionlleingehnk6nnen.〕DieserErsatzkann

nurdurcheinseitigenKaufseitenslIgeschehn，dadasganze 
ln 

nochzubetrachtendeMehrprodukt500(1)zurAccunlulationinnerhalb 

ldienensoll，alsonichtausgetauschtwerdenkanngegenWaarenll， 

ｉｎandernWortennichtgleichzeitigl：ｖｏｎｌ：laccumulirtuauf‐ 
m 

gegessenwerdenkann・ＩＩｍｕｓｓｌ４０(1)alsornitbaremGeldkaufen

u・ｚｗａｒｏｈｎｅｄａｓｓｄｉｅｓＧｅｌｄｚｕｉｈｍｚｕｒＵｃkH6ssedurchnachfolgenden

VerkauｆｓｅｉｎｅｒＷａｒｅａｎＩ・Undzwaristdieseinbesttindig，bei

jederjiihrlichenNeul:ｒｅ:lproduction-soweitsieReproduktionauf 

erweiterterStufenleiter，sichwiederholenderProcess、Wospringt

dafiirdGeldquelleinll？ 

それどころか，Ⅱは，新たな可能的貨幣資本の形成のためには，すなわ

ち現実の蓄積に伴っていてこの蓄積の条件を(資本主義的な基礎の上では）

なしており実際にはまず単純な蓄蔵貨幣形成として現われる〔sichdar‐

stellen〕新たな可能的貨幣資本の形成のためには，まったく不毛の地のよ

うに見える。

〔原文〕

IIscheintimGegentheilfiirdied・wirklicheAccumulationbeglei‐

tendeu・siebedingende（aufkapitalistischerGrundlage）Bildung

neuenvirtuellenGeldkapitals，diefaktischzunachstalseinfache 

Schatzbildungsichdarstellt，durchausunergiebigesFeld 

一

Ｖ 

まず第１に376（Ⅱ)力:ある。労I動力に前貸しされたこの３７６の貨幣資本
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'よ，商品(Ⅱ)が買われることによって，貨幣形態にある可変資本という形

態でたえず資本家Ⅱのもとに帰ってくる。このようにたえず繰り返し出発

点一資本家のふところ－から離れてはまたそこに帰ってくるというこ

とは，この循環のなかで運動･する貨幣をけっしてふやしはしない。だから

これは貨幣蓄積の源泉ではない。この貨幣はまた，流通から引きあげられ

ることもできないのであり，したがって蓄蔵貨幣の形態で可能的な新貨幣

資本を形成することはできないのである。

〔原文〕
V 

Zuniichsthabenwir376(11)；|:das：lGeldkapitalv､３７６vorgeschossen 

inArbeitskraft,kehrtdurchdAnkaufd、Waaren（11）bestiindigin

derFormvonvariablemCapitalinGeldformzud・Kapitalistenll

zuriick・DiesebestiindigsichwiederholendeEntfernungvomu・

RiickkehrzumAusgangspunkt-derTaschedCapitalisten-vermehrt 

dasindiesemKreislaufsichbewegendeGeldinkeinerWeise・Dies

alsokeineQuellevonGeldaccumulation；diesGeldkanndieser 

Circulationauchnichtentzogenwerden，ａｌｓｏｉｎＦｏｒｍｖ・Schatz

virtuellesneuesGeldkapitalbilden． 

だが，待て！ここにはなにか儲け口Ｄはないものか？

１）「儲け口｣－判読に苦しんだが，Ｓｃｈｍｕｓと読んでおく。次パラグラフにも

出てくる。

〔原文〕

Aberhalt1IsthiernichteinSchmuszumachen？ 

部門Ⅱは，それが充用する労働者たち－それは同時に彼らの労働力を

充用する－が同時に直接に，《彼ら、自身の生産した》商品をふたたび

またこの部門から買わなければならないという点で，部門Ｉよりも有利な

立場にあることを忘れてはならない。部門Ⅱは，彼らの労働力の買い手で



１６「蓄積と拡大再生産」（｢資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

あると同時に，彼らが充用する労働力の所有者への商品の売り手なのだ。

1)2）したがって，部門Ⅱは，第１に－そしてこれは部門Ｉの資本家にも

共通なことなのであるが－，容易に賃銀をその正常な平均水準よりも低

く圧し下げることができる。これによって，可変資本の貨幣形態として機

能している貨幣の１部分が遊離させられる。そして，もしもこの同じ過程

がたえず繰り返されるならば，部門Ⅱでの蓄蔵貨幣形成の，したがってま

た可能的な追加貨幣資本の形成の，１つの正常な源泉になることができる

のだが。われわれはもちろん，正常な形成を問題にしているここでは，

偶然の儲け口とはなんのかかわりもない。また，忘れてはならないのは，

現実に支払われる《正常な》労賃（それは，他の事情が変わらないかぎ

り，可変資本の大きさを規定する）はけっして資本家の善意によって支払

われるものではなく，与えられた事情のもとで支払われざるをえないもの

なのだということである。これで，いまの説明の仕方は片付いている。
V 

376を部門Ⅱが支出すべき可変資本として前提してし､る以上，いま新たに
Ｖ 

ぶつかった問題を説明するのに，Ⅱが前貸しするのは376ではなくて，
Ｖ 

《もしかしたら》350でしかないかもしれない，などとし､う仮定を，にわか

にこっそりと持ちこんではならないのである。

１）「彼ら｣－原語はihrであるが，ihnenの誤記であろう。

２）この「1)」は左側に突きだすように書かれている。この文中に「第１に」と

あるところから見ても，この「1)」は後出の「2)」に対応するようにあとから

書き加えられたものと思われる。さらにこの「1)」と次の語とのあいだに＿|￣

というしるしが赤鉛筆で書かれている（改行の指示？)。

〔原文〕

Wirmiissennichtvergessen，ｄａｓｓｄＫｌａｓｓｅｌｌｄｅｎＶｏｒｚｕｇｖｏｒＫＬ 

Ｉｂｅsitzt，dassdArbeiterdiesieanwendet-derenArbeitskraftsie 

zugleich，zugleichdirectl：dievonihrDselbstproducirten：lWaaren 

vonjenerK1asseauchwiedeｒｚｕｋａｕｆｅｎｈａｔ・SiesindKtiuferihr

Arbeitskraftu､zugleichVerkaufeｒｖ．’：ｄｅｎ：ｌＷａａｒｅｎａｎｄｉｅＢｅｓｉｔｚｅｒ 

ｄｅｒｖｏｎｉｈｒａngewandtenArbeitskraft、１）KLIIkannalsoerstens2)－
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u・ｄａｓｈａｔｓｉｅｍｉｔｄ、KapitalistenderKLIgemein-einfachdenLohn

unterseinenormalen3）Durchschnittsh6heherabdriicken．Dadurch 

wirdeinTheildesalsGeldformdvariablenKapitalsfunktionirenden 

Geldesfreigesetztudiesk6nntebeibestiindigerWiederholungdessel‐ 

benProcesseseinenormaleQuellederSchatzbildung,alsoauchder 

BildungvonvirtuellzuschiissigemGeldkapitalinKLIIwerden・Mit

zufiilligenSchmus,habenwiresnatiirlichhier,ｗｏｅｓｓｉｃｈｖｏｎｎｏｒｍａｌｅｒ 

Bildunghandelt，nichtszuschaffen・Esdarfabernichtvergessen

werden，dassdwirklichgezahltel:normale：lArbeitslohn（derd 

Gr6ssedvariablenCapitalscaeterisparibusbestimmt）keineswegs 

ausGiitederKapitalistengezahltwird，sondernunterdgegebnen 

Verhiiltnissengezahltwerdenmuss・DamitistdieseErkltirungsweise
V 

beseitigt・Ｗｅｎｎｗｉｒ３７６ａｌｓｄ.ｖ､Ｋ１．１１|:ｚｕ：lverausgabendevariable

Kapitalvoraussetzen，diirfenwir，umeinneuaufstossendesProblem 

zuerkliiren，nichtpl6tzlichdieHypotheseunterschieben，ｄａｓｓｓｉｅ 
Ｖ Ｖ 

ｌ:etvva:Inur350vorschiesstu・nicht376、

１）ihr--ihnenとあるべきところである。

２）ここで行が変わるが，その行頭の左に，この文の最初に置いた「1)」が置か

れている。

３）normalen-normaleとあるべきところである。直前の語はseinenをseine

と直している。

２）だが他方で，部門Ⅱは全体として見れば，労働力の買い手であると

同時に，同じくふたたび自分自身の労働者に自分の商品を売る売り手でも

ある，という点で，部門Ｉよりも有利である。そしてこれをどのように利

用することができるかということ－名目上は正常な労賃を支払いながら

事実上は同じ労働者からその１部分を《相応の商品》等価なしにくすねて

ふたたび取り返す，あるいは盗承《返す》ことができるということ，これ

を－部は現物支給制度によって，一部は流通媒介物の変造（法的にはある
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いは捕えられるものでないかもしれないが）によってやってのけることが

できるということ－，これについてはどの工業国にもだれにでもわかる

材料がころがっている。たとえば，イギリスや合衆国に｡'）この機会にこ

れを適当な例をあげてもう少し詳しく説明すること｡2）これは１）で述べ

たのと同じやり方であって，ただそれが変装ざれ回り道をして実行される

だけのことである。だから，ここでも１）の場合と同様に退けられなげれ

ぱならない。《ここで問題になるのは現実に支払われる労賃であって，名

目的に支払われる労賃ではないのである｡》

１）この文の前にインクで「型のカギがつけられており，文の直後には「×」Ｅ

るしがある。そしてこの文の左側にはインクで縦線が引かれ皿そのいちばん上

には「×」じるしが書かれている。

２）この点については，後出の，草稿67-68ページの「ドラモンド氏」について

の記述が参照されるべきであろう。

〔原文〕

２）AndrerseitsaberhatdKl・IIalsGesammtheitbetrachtet，ｄｅｎ

ＶｏｒｚｕｇｖｏｒＫＬＩ，dasssiezugleichKiiuferd・Arbeitskraftu・ebenso

WiederverkauferihrerWaareanihreeignenArbeiter・Undwie

diesausgebeutetwerdenkann-wienominelldernormaleArbeitslohn 

gezahltwerdenkann，faktischaberinderThateinTheildavon 

ohnel：entsprechendesWaaren：|EquivalentwiederzurUckgeschnappt， 

aliasl:zuriick：lgestohlenwerdenkannvonselbenArbeitern，wie 

diestheilsvermittelstdTruckSystems，theilsvermittelstFalschung 

(wennauchvielleichtlegalnichtfassbarer）dcirculirendenMediums 

manoevrirtwerdenkann-davonliegeninjedemindustriellenLand 

d・handgreiflichstenDatavor．Ｚ・ＢｉｎＥｎｇｌａｎｄｕ．Ｕ、Ｓｔ・Beidieser

GelegenheitdiesanartigenExempelnetwasauszuspinnenEsist 

diesdieselbeOperationwiesubl)，nurverkleidetu・aufeinem

Umwegexekutirt・Istalsohierebensozuriickzuweisｅｎｗｉｅｓｕｂｌ)．

|:Eshandeltsichhierumwirklich，nichtnominellgezahltenArbeits‐ 



1９ 

lohn.：’ 

要するに，資本主義的機構の客観的な分析にあっては，この機構に依然

として法外に付着しているもろもろの汚点を理論的な困難を除くための逃

げ道として利用してはならないのである。ところが奇妙なことには，私に

たいするブルジョア的批判者の《大》多数は，私が『資本論』の第１部の

なかでたとえば，資本家が労働力の現実の価値を支払うというほとんど資

本家がやらないことを仮定することによって，まるでその資本家にたいし

て不法なことでもしたかのようにわめぎ立てるのである！')｜

Ｄ最後の部分は不完全文章であるが，言わんとするところは明らかである。エ

ンゲルスによる文章によっておく。

〔原文〕

Mansieht,beiderobjectivenAnalysedeskapitalistischenMecha‐ 

nismussinddemselbennochextraordindranklebendeSchandHecken 

nichtalsAusfliichtezurBeseitigungtheoretischerSchwierigkeitenzu 

verwerthen・AbersonderbarerweiseDschreitdl：grosse：IMehrzahl

meinerbiirgerlichenKritiker,ａｌｓｏｂｉｃｈｚＢ､durchAnnahmeinersten 

Theild・Kapitals，dassdCapitalistd、wirklichenWerthderArbeits‐

kraftzahlt，wasergrossentheilsnichtthut-alsgegeneinselbigen 

CapitalistenangethanesUnrecht1l 

Dsonderbarerweise-sonderbarerWeiseとなっているように見える。

’611'）ここで，私の持ちまえの「寛容さ」で，シェフレを引用してもよ

い。Ｏ〕

１）ここにインクで「×)」というしるしが書かれている。

〔原文〕

’611（HierkannSchiifflemitdermirbeigelegten,,Grossmuth“citirt 

werden.〈）〉
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Ｖ 

こういうわけで，すぐ･まえに述べた目的のためには376（Ⅱ)ではどうす

ることもできないのである。

〔原文〕
Ｖ 

Ｍｉｔ３７６(11）ｉｓｔａｌｓｏｚｕｍｅｂｅｎｅｒｗａｈｎｔｅｎＺｗｅｃｋｎｉchtsanzustellen． 

Ｉｎ 

しかし３７６（Ⅱ)のほうはもっと疑わしいようである。ここでは，同じ部

門の資本家たちだけが相対していて，自分たちが生産した消費手段を互い

に買い合い互いに売り合っている。この転換に必要な貨幣は，流通手段と

して機能するだけであって，正常な経過の場合には，当事者たちがそれを

流通に前貸しした程度に応じて彼らのもとに還流してたえず繰り返し同じ

軌道を走らなければならない。

〔原文〕
、l

Abernochbedenklicherscheints'）Init376(11）zustehn、Hierstehn

sichnurKapitalistenderselbenKlassegegeniiber，diedievonihnen 

producirtenConsumtionsmittelwechselseitigvoneinanderkaufenu・

aneinanderverkaufen、DaszudiesemUmsatzn6thigeGeldfunktio‐

nirtnuralsCirculationsmittelu、mussbeinormalenVerlaufpro

tantoandiebetrefIendenParteienzurUckkehren，ｐｒｏｒａｔａ（ind 

Maass）wiesieesderCirculationvorgeschossenhaben，umstets 

wiedervonneuemdieselbeBahnzudurchlaufen、

１）scheints-scheint'ｓとあるべきところである。

この貨幣を流通から引きあげ，こうして《XXXD》可能的な追加貨幣資

本を形成するために蓄蔵貨幣を形成することは，２とおりの道によってだ

け可能であるように見える。

’）ここに’３文字ぐらいの語が消されており，その行上に，語ないし２語書か

れているが，判読できない。

〔原文〕



2１ 

EntziehungdiesesGeldesausd・Circulationu・ＳＯＩ：xxxxx：lSchatz‐

bildungzurBildungvonvirtuellzusiitzlichemGeldkapitalscheint 

nuraufzweierleiWegm6glich． 

その１つは，資本家Ⅱの１部分が他の部分をだまして貨幣を掠めること

に成功することである。新たな貨幣資本の形成のためには，われわれの知

っているように，あらかじめ通流媒介物が拡大されていることはけっして

必要ではない。どの方面かで貨幣が流通から引きあげられて蓄蔵貨幣とし

て貯えられるということのほかには，なにも必要ではない。この貨幣が盗

まれたものであり，したがってまた資本家Ⅱのある部分のもとでの追加貨

幣資本の形成がはっきりした貨幣損失と結びついているということが，云

々，云々。

〔原文〕

EntwedereinTheild・Capitalistenllbeschwindeltdandernu・

bringｔｓｏＧｅｌｄｒａｕｆｚｕＷｅｇＺｕｒＢｉｌｄｕｎｇｖ・neuemGeldkapitalist

wiewirwissenkeinevorliiufigeErweiterungd・umlaufendenMediums

n6thig；esistnichtsn6thig，alsdassGeldvongewissenSeitenher 

derCirculationentzogenu・alsSchatzaufgespeichertwird・Dassd

Geldgestohlenu・daherdBildungv・zusiitzlichenGeldkapitalunter

einemTheilderKapitalistenIIverbundenistmitpositivenGeldver‐ 

lustetc・etc．

Ａ）単純再生産の表式

;)::::幸１１:::圭駕二:IIIl…皿
B1Liztこさ_iLjt二規模工辺再生産Ｑに竺坦出発表式

孟鮴鮒騏:記|合計三・Ｍ
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〔原文〕

Ａ）SchemaeinfacherReproduktion． 

[:筌網淵二::::(s…三mm
BAusgangsschemafiirAccumulationauferweiterterStufenleiter、
ＣＹ⑭ 

Ⅱ:鶚巽:砦鵲二:ＩＩＩｌ…皿

ＢのＩで，剰余価値の半分，つまり500が蓄積されると仮定すれば，わ
Ｖ ｍ 

ｵLわれがまず受け取るのは1500ｃ（Ⅱ）と取り替えられるべき1000＋500(1)
ｃｍ 

すなわち15001である。この場合にはＢのＩ)に4000＋500力:残り，この後
ｌｎ Ｖ ｎｌ Ｃ 

者の500力:蓄積されることになる。{1000＋500(1)が1500Ⅱと置き換えられ

るのは単純再生産の過程であって，すでに単純再生産のところで論じた｡｝

〔原文〕

Angenommen，dasssubBIHalftedesMehrwerths＝500accumulirt 
V 1T1 

wird,soerhaltenwirzuntichstlOOO＋500(1)ｏｄ、15001ｔｏｂｅｒｅｐｌａｃｅｄ
Ｃ ln 

byl500c(II);bleibtindiesernFallinBI）4000＋500,welcheletztere 
vIn C 

zuacculnuliren．〔Ｄ・substitutionvonlOOO＋500(1)fiirl50011Process

dereinfachenReproduktion；schondiscussedbeiletztrer.〕

ｎ】

500（１）のうち400は不変資本に転化し100は可変資本に転化すると仮
辺

定しよう。このように資本化されるべき４００の〔Ｉの〕内部での転換はす

でに論究した。つまり，それはそのままｃ（１）に合体されることができる
Ｃ ＶII1 

のであり，そこでわれわれはＢ）のＩ）として，4400＋1000＋100（１）を

受け取ることになる。

〔原文〕



２３ 

ｍ 

Ｎｅｈｍｅｎｗｉｒａｎ,ｄａｓｓｖ.ｄ、500(1)４００inconstantesCapitalzu
四

verwandeln，１００invariables，sodieserUmsatzinnerhalbder400，die 

sokapitalisirtwerdensollen，bereitser6rtert，k6nnenalsoohnewei‐ 
C V 

teresannexirtwerdenanc(1)ｕ、wirerhaltenfUrB）Ｉ）4400＋1000＋
nl 

lOO(1)． 

Ｉｎ 

Ｂ）のⅡ）のほうでは，蓄積のためにＩから１００（１）を買い，それが

《今度は》Ⅱの追加不変資本になるが，他方，Ⅱ)が支払う貨幣はＩの追加
Ｃ Ｖ 

可変資本の貨幣形態に転化する。そこで，Ｂ）のＩ）は，4400＋1100（貨

幣で）＝5500となる。

〔原文〕
１， 

１１)Ｂ）fiirAccuInulationseinerseitskａｕｆｔｖｏｎｌ）ｄｉｅｌＯＯ(1)，ｄｉｅ 

ｌ：ｎｕｎ：lzuschiissigesconstantesCapitaｌｖｏｎｌＩｂｉｌｄｅｎ，wahrenddie 

lOOGeld，dieeszahltinGeldformdeszuschUssigenvariablenKapi‐ 
Ｃ Ｖ 

ｔａｌｓｖ・Iverwandeltwerden､ＷｉｒｈａｂｅｎｄａｎｎｆｉｉｒＢＩ）4400＋1100（in

Geld)-5500. 

Ｃ 

は今では不変資本として1600をもっている。これを処理するた
Ｖ 

は50を貨幣で労(動力の買い入れのために追力Ⅱしなければならな

ＢのⅡ）

めにはⅡ）

い。したがってⅡの可変資本は750から800に噸大する。そこでＢのⅡ）

は次のようになる。
ｃｖｍ 

Ｂ)Ⅱ）1600＋800＋5０（50の迫力Ⅱ可変貨幣資本のための在庫として）
ｎｕ Ｖ ＵＵｕ 

＋100(追加の1001のための在庫として)＋最後に６００（これはⅡ〔の

資本家〕自身の消費ファンドになる）

じっさい，ＢのⅡ）では，その全生産物が蓄積のために必要な形態で整え

られるためには，剰余価値のうち，まえよりも１５０だけ大きい部分が必要

消費手段の形態で再生産されなければならない。拡大された規模での再生

産が現実に始まれば，Ｉの可変貨幣資本100は，Ｉの労働者階級の手を経
Ｉｎ 

て，Ⅱに還流する。これにたいしてⅡは100（商品在庫にある）をＩ〔の
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労働者階級〕に引き渡し，｜可時に，商品在庫にある50をⅡ自身の労働者階
、

級に引き渡す。ＢのⅡの消費ファンドになる６００を引き去ると，蓄積のた

めに変えられた配列は次のようになる。

ＢＷ霊I柵謙二謡|､四・，
十《150(Ⅱ)》必要生活手段の形態6000ｃ＋１９００ｖ 

での商品在庫

他方，Ｂの生産は次の配列で始まったのであった。
Ｃ Ｖ 

Ｉ）４０００＋１０００ 
＝5500.＋1750Ｖ合計＝72501

Ⅱ）1500Ｖ＋750ｖ 

〔原文〕
Ｃ 

ＢＩI）hatjetztfiirconstantesCapitall600;musszuderenBearbeitung 
V 

50inGelｄｆｔｉｒＡｎｋａｕｆｄ・Arbeitskraftzuschiessen，ｓｏｄａｓｓｓｅｉｎｖａｒｉ‐

ablesKapitalMichstvon750auf800u・wirhabenfiirBII)：
Ｃ ｖｍ 

Ｂ）１１）1600＋800＋5０（alsVorrathfUrd，５０zuschiissigesvari‐ 
nl 

ablesGeldkapital)＋100alsVorrathf.ｄ、zuschijlssigen
Ｖ ｍ 

ｌＯＯＩ)＋endlich600（dieindenConsumtionsfondsvon 

llselbstfallen） 

ＩｎｄｅｒＴｈａｔｍｕｓｓｉｎＢＩＩ)，woseinGesammtproduktineinerfUrd 

Accumulationn6thigenFormzubereitetwirduml50gr6ssererTheil 

d・ＭｅｈｒｗｅｒｔｈｉｎＦｏｒｍｖ・nothwendigenConsumtionsmittelnrepro‐

ducirtwerden、BeginntwirklichdReproductionauferweiterter

Stufenleiter，soHiessendlOOvariablesGeldcapitalvonlzuriick， 
In 

durchd・HiindeseinerArbeiterklasseanII，wasdagegenlOO（in

Waarenvorrath）anliibertriigtu・zugleich50inWaarenvorrathan

seineeigneArbeiterklasse・Ｚｉｅｈｎｗｉｒｄｉｅｉｎｄ・Consumtionsfonds
nu 

v．Ｂ・IIfallenden600ab，soistdaszurAccurnulationveranderte

Arrangement： 



2５ 

::側I::}:劉十皿
B）Ｄ 

ＩＩ 

6000ｃ＋l900v＋|:150(11):lWaarenvorrathinnoth 

wendigenLebensmitteln 

wtihrendd、ProduktionB）begannmit：

Ｃ Ｖ 

Ｉ）４０００＋1000 
-5500ｃ＋l750vsum＝72501 

１１）1500ｃ＋750ｖ 

’621われわれの出発点であった9000の生産物は，再生産のために，用途

〔Bestimmung〕から見て，また貨幣取引を考慮しないとして，次のように

準備されている。

かつては

△〕i):::IjllL鯛:Ｉに::::|釧
〔いまでは〕

Ⅲ〕縦:&臘期鰯:鰯二期;二::::}-,00,
Ｖ Ｖ 

１）「…100（＋1500…)」は，「…1100（＋500…)」とあるべきところである。

２）「1600Ｖ｣－明らかに「1600c」の誤記である。

３）この部分の下線は，もしかすると，これ以下の部分との区切りの線かもしれ

ない。

〔原文〕

ｌ６２１ＤａｓＰｒｏｄｕｃｔｖｏｎ９０００ｍｉｔｄｅｍｗｉｒanfangen,istfiirdRepro‐ 

ductiond・Bestimmungnachsovorbereitetu・dmoneytransactions

unbeachtetlassend： 

…〕Ａ１幾丁鮒:::仁::::+-川
Ｂ）Ｉ)４１００+iiOO（+l500inConsumtionsfond)-6000 

Ⅱ）1600Ｖ')＋800Ｖ（＋600inConsumtionsfonds)＝3000 4-9000 
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１）「1600Ｖ｣－｢1600ｃ」の誤記である。

いまこの基礎の上での現実の蓄積が現実に行なわれれば，われわれは次

のものを受け取ることになる。
Ｃ Ｖ ｍ 

ｌ）4400＋1100＋１１００ 

ｍｌ６００ｃ＋800Ｖ＋800ｍ 

〔原文〕

GehtdwirklicheAccumulationaufdieserBasisnunwirklichvor､ 

soerhaltenwir： 
Ｃ Ｖ ｍ 

ｌ）4400＋1100＋１１００ 

ID1600c＋800Ｖ＋800ｍ 

、１

１）では同じ比率で蓄積が続けられ，したがって550が収入として支出
一一一hT-￣－－一一一ｖ

され，５５０が蓄積されるものとしよう。まず1100(1)がl100c（Ⅱ）によっ

て補填され，同様にしてⅡでも')，550(､)Ｉ）と550(Ⅱ）との交換によって

実現が行なわれなければならず，したがって合計は，1650(ｖ＋、）Ｉであ

る。しかし補填されるべき〔Ⅱの〕不変資本は1600だけであり，したがっ

て，５０の不足額が800m(Ⅱ）から補われなければならない。これが行なわ

れれば（貨幣はここではさしあたりわざと度外視する)，この取引の結果

として次のものが残ることになる｡2）
ｃｍ 

ｌ）4400＋550（しかし消費ファンドとして1650Ⅱ）

Ⅱ）1650゜（つまり上述の取引によって５０が追加されている）＋800ｖ

（貨幣で，というのは商品は労働者の消費ファンドになったのだ

から)＋750ｍ

しかし，ｃ：ｖ（Ⅱの）の割合がもとのままならば，５０の追加された不変

資本にたいして同じくさらに25ｖが必要であり，750ｍから取られなけれ

ばならない。したがって，次のようになる。
Ｖ 

Ⅱ）1650c＋800Ｖ(貨幣で)＋25Ｖ(商品で)＋700,,3）

１）「Ⅱでも〔ｉｎⅡ〕｣－これは不要であろう。



2７ 

２）このパラグラフは，先行の表式の右側の空白に書かれた（この部分の左側に

は縦線が引かれている）のち，左端から書かれている。

３）「700m｣－｢725m」とあるべきところ。これ以下では，この誤った数字を前

提にして計算が行なわれている。

〔原文〕
ｎ１ 

Ｅｓｗｅｒｄｅｓｕｂｌ）ｉｎselberProportionfortaccumulirt；also550als 
mv 

Revenueverausgabt,５５０accumulirt．Ｄ，abordllOO(1)ersetztdurch 

llOOc(11)，dittozurealisireninll，durchAustauschv､550(、)I）

gegen550(11)，ａｌｓｏｚｕｓａｍｍｅｎｌ６５０(v＋、)Ｉ；aberdzuersetzende

constanteCapitalnur＝1600；alsodDeficitvon50zusupplireｎａｕｓ 

800ｍ(Ⅱ)．Ｄｉｅｓ（v・Geldhierzuniichstabsichtlichabgesehn）ｕ・wir

habendannalsResultatdieserTransactionalsReste： 
Ｃ ｍ 

ｌ）4400＋550（aberinConsunltionsfondsl6501)11） 

Ⅱ）1650ｃ(niimlich50zugefiigtdurchobigetransaction)＋800Ｖ 

（inGeld，dadWaareninConsumtionsfondderArbeiter2） 

gegangen)＋750m； 

bleibtaberdalteVerhiiltnisvonc：ｖ（vonll)，sofUr50mehr 

constCapital，ditton6thig25vmehr，ｚｕｎｅｈｍｅｎｖｏｎｄ，７５０ｍ；wird 

alsq 
V 

II）1650ｃ＋800ｖ(inGeld)＋25Ｖ(inWaaren)＋700,. 

1）ここに角括弧様のものがあるが，無視した。

２）ここに閉じペーレンがあるが，直前の語を消したさいの消し忘れであろう。

Ｄでは550ｍが資本化されなければならない。以前の比率がそのまま

であれば,そのうち412岩が不変資杢になぃ37=が可変資本になる｡｡

孟撫鰯!:鯉|鰯櫛鯛1,；1要
の不変資本にたいして追加可変資本68÷'を必要とするのであって,二れ

を5能去(nWから取り出すＭ93二W'が残される｡二うして,現実の転
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換と潜勢的な転換とがすんだあとで，われわれは次のものを受け取ること

になる。

D4di2=+1237姜勵および(1650消費ﾌｧﾝﾄﾞとして）

､川87＝"】+868号〔:)+(‘鵜川の消1'1ﾌｧﾝﾄﾞとして）
７１千態が正'常に進行すべきであれば，Ⅱでの蓄積が加速されなければならな

い。なぜならば，（ｖ＋、）ＩがⅡに転換されなければならないかぎり，こ

の（ｖ＋、）ＩがＣ（Ⅱ）よりも大きくなってしまうからである｡IＤ

１）Ｉ部門のｃ：ｖは４：１だったのだから，440が不変資本，110が可変資本，と

あるべきところであるが,会を可変資本とし残りを不変資本として計算したた
めか，ｃ：ｖを３：１にしてしまっている。以後の計算はこの数字を前提にして

進められる。なお，この２個所は鉛筆でそれぞれ「440」および「110」と訂正

されておＭ(の文の｢,37÷｣MUO｣と訂正されている｡ﾆﾝｹﾞﾙｽによ
るものであろう。

２）「700ｍ(Ⅱ)｣－｢725ｍ(Ⅱ)」とあるべきところであるが，前出の誤記を引

き継いでいる。エンゲルスもこの数字は訂正していない。

’)｢品2告(Ⅱ)｣－｢562会｣は鉛筆で｢590｣と訂正されている｡つまり｢700
ｍ(Ⅱ)」を前提にしているわけである。

』)｢,37会｣－鉛筆で｢ｎｏ｣と訂正されている。
5)｢68芸｣－鉛筆で｢55｣と訂正されている。
6)｢品2姜ＩｎＵ－｢562会｣は鉛筆で｢590｣と訂正されている。

７)｢棚昊｣－鉛筆で｢535｣と訂正されている。
8)｢4812会｣は｢州O｣にＴｌ237＝｣は｢1210｣に,鉛筆で訂正されている。
，)｢1787÷｣は｢川に〃868芸｣は｢855｣に,鉛筆でそれぞれ訂正されて
いる｡こ…｢868号｣は,ﾏﾙｸｽのそれ…数字を前提にしても｢脱昊」
となるべきところである。つまり追加可変資本の25ｖを落としてしまっている

のである。しかし，以後の計算はまたもやこの誤った数字を前提にして続けら

れることになる。

]O)｢棚昊｣は鉛筆で｢735｣と訂正されている｡しかしニの｢735｣は｢535」
の誤記である。



2９ 

１１）以上３行の文は，上の表式の右の空白に書かれている。その左側には縦線が

引かれている。

〔原文〕

SubDistzukapitalisiren550m；davon,bleibtfriihereProportion， 

412会C…C叩ＭｕｍＷ＝…bl霞C叩ＭＤ…37去…
tueU…ch6pf…MOO､(Ⅱ);l剛d…,Mg鐡豈(Ⅱ)F位
weit…7壹conMapMbｴMMMMdi…hpM-68芸；
｡i…Ｍｎ諾2＝(､)l剛棚昊;…elMt…chd…Ue。
u、potentiellenTranspositionen：

ｖｌ 

ｌＭ２＝+1237百M1650inC.n…｡､亀…

Ⅱ)Ⅱ787＝(｡+868芸《"+(4鵯mCon…｡…｡Ⅲ）
SolldSachenormalgehn，soAccumulationinlIbeschleunigt，ｗｅｉｌ 

(v＋、)I,ｓｏｗｅｉｔｓｉｅｕｍｚｕｓｅｔｚｅｎｉｎＩＩｇｒ６ｓｓｅｒａｌｓｃ（Ⅱ)．

もう一度同じ道筋で先に進めば，拡大された規模での現実の再生産が行

なわれると，次のようになる。

:蔦鶚鎧二墓小皿”
Ｄ｢7287＝｣－左の数字の合計は｢7287会｣である｡鉛筆でそのように訂正ざ

２）「（２）｣－明らかに「(ｖ）」の誤記である。

３）このⅡ部門のｖ，したがってまたｍの数字は，前出の誤った数字に基づいて

いることに注意したい。

`)｢Ｍ２｣－正確には｢lM12会｣。
〔原文〕

Ｇｅｈｎｗｉｒｎｏｃｈｅｉｎｍａｌｉｎｓｅｌｂｅｒｌｉｎｅｆort，ｓｏｈａｂｅｎｗｉｒ，sobaldd． 



３０「蓄積と拡大再生産」（『資本論」第２部第21章）の草稿について（下）

wirklicheReproductionauferweiterterStufenleitereintritt： 

;;鵲fii篁冊芸…二麓卜…三』Lｕ
1）「(2)」－「(ｖ)」の誤記である。

まず《Ｉ）によって》収入として支出されるべきものは（同じ比率が前

提されるならば川3Ｗﾌﾟ…の半分つ…'8÷合計'856会･で
ある。これはまたもやｃ（Ⅱ）よりも69だけ大きい。（つまり，まえに比べ

ると超過〔Overlapping〕が増大している｡）

Ｄ｢1856÷｣－鉛筆で告を消している｡正確には｢1856芸｣となるべきとニ
ろ。

〔原文〕

Zundchstalsrevenue(selbeProportionvorausgesetzt)zuverausgaben 

M):'1237Ｖ+H洲．…-618号zuS副856＝D…M…圏．
sｅｒａｌｓｃ（11）ｕｍ：６９．（Ａ１sowachsendverglichenmitvorigen，．． 

￣ 

Overlapping.） 

二れを868号mから引き去らなければ…いが,そけると791二・
が残る｡これ川，の追加不変鋤資本のために､(Ⅱ)からさらに34誉'を
引き去ることを前提しており､そこで捌姜(､)(Ⅱ)蝿が残る。
,)｢799芸｣－鉛筆で｢800｣と訂正されている｡これは概数にしようとしたも
のであろう。

2）「不変｣－鉛筆で「可変」と訂正されている。この訂正は誤りであって，

「不変」でなければならない。この訂正と関連して，直前の「69の」の前後に

は鉛筆で九括孤がつけられている。

3)｢34＝｣－鉛筆で｢35｣と訂正されている。
4)｢剛去(､)(Ⅱ)｣－｢剛豈｣は前出の数字からすれば｢765差｣のはずで



３１ 

ある｡これは伽姜を799芸から引かなければならないのに,868芸から引い
てしまった結果生じた数字であろう。鉛筆で「765」と訂正されている。

〔原文〕

AMmeh…868芸Ｍｉ蘂Ｍ’’三Die…tzM…enAbz叩
von、(11）vorausfiirzuschiissigesconstantesCapitalvon69＝34上．

２， 

'…34岩(､)(IＤ

さらに'で618芸(､)､が資本化されなければならない｡そのうち不変
資本は463是圖j両変資杢は刷砦》である｡⑪二の後者が､(Ⅱ)から
引き去られて,67,蓋(m')が残る｡しかＭ54差の追加された不変資
本にたいしてuはさらに77蓋の可変資本を必要とするのであり,そこで
60,長mが残る｡鋤，
,)｢6,8芸(､)｣－鉛筆で芸を消川の数字をその上から『7｣と訂正して
いるように見える（重なっているため，はっきりとはわからない)。

2)｢463是｣－鉛筆で是が消されている。
3)｢154蓋｣－鉛筆で｢155｣と訂正されている。
4）ここでも４：１であるはずのｃ：ｖを３：１にしてしまっている。

①な匡黛鰯鰹撫1読鰯ｗ撫鼠＝
｢60,差｣が残るはずである。

〔原文〕

Smdfem……pM…ｍ,6,8号(IMwonc…nM63且１６ 

…mM54差;l伽……hnv.nm(Ⅱ)Ⅲ伽679蓋(mⅡ〉
AberfUrl54型cCapitalmehr，brauchtllweltervariablesCapita1

１６ 

von77箒l…01長m」
1）「ｍ(II)｣－｢、.、)」となっている。



３２「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

’631そこで資本は次のようになる。

D5275差十1釣2是・
-9659＝ 

Ⅱ),on長に)+98,＝《”
そして，割合が変わらないままでＩとⅡとで再生産が行なわれると，次の

ようになる。

Ｄ５釣5差十l3j2是十1392面
、3

-,2032差。
Ⅱ),ｏｎ墓〔｡)+98,告の+98,き(､）

,北れは正確には｢5壷5旦卜lj96誌｣とあるべきところである｡そしてそれを１６ 

前提すれば,両部門の資本の合計Ｍ9659÷｣ではなくて｢9664差｣のはずで
ある｡この合計は,ﾏﾙｸｽの数字を前提してＭ9660差｣となるはずであ
る。しかし，以下もこの誤った数字にもとづいて表式が展開されていく。

，)左の式の数字を前提しても合計は｢12032差｣ではなくて｡｢12033芸｣と
なるはずである。

〔原文〕

l631WirhabendanninCapitaL 

D5275差十ldb2長
-,659÷ 

Ⅱ)20U是")+981会の
u・nachdemReproductionuntergleichbleibendemVerha1tnissin

l＋IIvollzogen： 

’)5命5呈十'§92是十'292畠
-12032差

Ⅱ),OU是(｡+98,言("+98,＝(噸）

ｍ(1)の半分は696皇である｡･れをv(､といついにすると2088塁
となる｡これは｡(Ⅱ)川77塁だけ多い｡これを､(Ⅱ)から引き去らね



３３ 

ぱならない｡すると904±(mⅡ)が残る｡さらに､(Ⅱ)から,77皇の追加
不変資本のために25二｡〔の追加可変資本〕を引き去らなければならない。
そこで878莞､(Ⅱ)が残る。

Ｄ｢25二｣－この数字はⅡ部門の｡:vを川とした結果生じた…ある。
Ⅱ部門のｃ：ｖは当初２：１であった。

〔原文〕

ＤｉｅＨａｌｆｔｅｖｏｎｍ(1)＝696且．Diesezusammenmitv(1)＝20882
３２３２． 

Die…Ｍｓｃ(Ⅱ)um:77皇;｡！……hn…(Ⅱ);l…04主
(mll)；ｆｅｒｎｅｒｖｏｎｍ(Ⅱ）abzuziehnfiirzuschiissigesconstantesCapital 

von77墨-25二;脳…78歪､(Ⅱ〉

Ｉでは696皇が資本化されなければ…い｡二の場合可変資本には

,74念,廼魅には522急である｡"したがって,ｍⅡか…に

ｍのための川澁を引き去らなければならない｡したがって878莞

《mⅡ》ﾏｲﾅ利741:百の]f変資本であり,二の不変資本のための可変資
本は87である。これを同じく、(Ⅱ)から引き去らなければならない。残り

は617ｍである｡2）

そして，すべての分数部分を切り捨てれば，われわれは次のものを受け

取ることになる｡3）

１）ここでも，第１部門のｖ：ｃを１：３にしてしまっている。

２）草稿ではここで改行されているが，次の文は小文字で始まっているので，同

じパラグラフと承なしておく。

３）このあとに，次のように書いたのち，消している。

「;):ま'1画王f'二Ll総畦皿
９０５９＋２６５９ 



３４「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

さらに同じしかたで再生産が行なわれれば，次のようになる。－」

〔原文〕

Imzuk叩Misi…96墨;dannna…C叩M-174逸阯位

…522具Ａｌ…｡nmⅡ)f…｡…hnl74孟肋Ⅲ.｡128 

878美|:mⅡ:'-174畠｢迦肌叩-8ｈ．伽･鼠;｡！…｡…(Ⅱ）
abzuziehn，bleibt：６１７ｍ． 

u，wirerhalten，indemwiralleBrUcheweglassen:'） 

１）このあとに，次のように書いたのち，消している。

Ｉ）5797＋l56ql醗迦堕幽I-M8
n）2262(c)＋1093(ｖ 

９０５９＋２６５９ 

WennwiederinselberWeisereproducirt，ｓｏ： 

Ｃ Ｖ Ｉｎ 

ｌ）5797＋1566＋1566 

,2262＋1093＋1093 

主えと同様の手続きを取れば，次のようになる。（、（１）の半分である783

については，概数計算をするために７８４とする｡）そこでこうなる。
Ｃ Ｖ 

Ｃ Ｖ 

１．５７９７＋588＋1566＋196==Ｉ）6385＋1762（＋消費ファンドで

2349） 
Ｃ Ｖ 

ｍ 

Ⅱ）2262.＋88ｃ＋196.＋1566Ｖ')＋44Ｖ＋98Ｖ＋(消費ファ､/ドで863）

(つまり，８７cのかわりに〔概数計算のために〕８８c2)としてある｡）

１）「1566v｣－｢1093Ｖ｣とあるべきところであるが，Ｉ部門の原可変資本の額

「1566」を誤って書いてしまったものと思われる。

２）「88c｣－なんども重ね書きをしているので正確にはわからないが，たぶん

「88c」であろう。

〔原文〕

Ｃ Ｖ Ｉｍ 

ｌ）5797＋1566＋1566 



3５ 

Ⅱ）2262＋1093＋1093 

Wennwievorherverfahren，erhalten：（ｆｉｉｒ７８３ｄ・Ｈｄｌｆｔｅｄ

ｍ(1)gesetztdrundenZahlwegen784.)；soerhalten： 
Ｃ Ｖ 

－_／ Ｑ＿＿＿／ Ｃ Ｖ 

１．５７９７＋588＋1566＋196＝I）6385＋1762(＋inCosumtionsfonds 

2349） 
、－２－ｖ

ｌｌ）2262ｃ＋88ｃ＋196ｃ＋1566ｖ＋44ｖ＋98Ｖ(inConsumtionsfonds 
m 

863） 

(niimlich88cstatt87cgesetzt） 

とそこｊｉｌｌ生え２－資杢n重血圭，旦迦±1708となる。したがって，次のようにな

る。

話::鯖鵲跡}合計]M川-苅最初の総資本は`Ｍ
であった。○〕

８９３１＋３４７０ 

１）「2546Ｖ｣－もちろん「2546c」の誤記である。

２）「1708Ｖ｣－前出の「1566Ｖ」の誤記を前提にしている数字であることに注

意したい。

〔原文〕

HenceinCapitalll：2546＋1708. 

型I)趣_±'血lS…－Ｍ,(w加end……,L
II）2546Ｖ')＋1708v cheGesammtkapital＝6000.〈）〉

８９３１＋3470 

1）「2546Ｖ｣－｢2546c」の誤記である。

同じしかたで再生産を続ければ,われわれは次のものを受け取る。（1762

の半分を概数計算のために880とする。○〕
Ｃ Ｖ ｍ 

ｌ）６３８５＋1762＋1762 

ｍ２５４６ｃ＋1708ｖ＋1708m’ 



３６「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

(したがって，８８０のうち２２０が可変資本として，660が不変資本として

資本化されなければならない｡ｎｏ〕2）（この場合われわれはＩ）のために，

6385ｃ＋660ｃ＋7045ｃと1762Ｖ＋220ｖ＝1982とを受け取ることになる｡)Ｉ

1）ここでも，Ｉ部門のｖ：ｃは１：３にされてしまっている。

2）この１文は，上の表式の右に書かれている。

〔原文〕

WennwirinselberArtReproductionerhaltenwir：（setzendfUr 

dHdlftev､1762-880..rundenZahlwegen.〈）〉
Ｃ Ｖ Ｉｎ 

ｌ）６３８５＋1762＋1762 

lD2546c＋1708Ｖ＋1708ｍ 

(alsov､d880zukapitalisiren220fiirvariablesKu､６６０fiirconst.〈）〉

(WirerhaltendannfiirI)6385ｃ＋660ｃ＝7045ｃｕｌ７６２ｖ＋200Ｖ＝1982.)’ 

'641そこでこうなる。
Ｃ Ｖ 

Ｉ）7045＋1982（＋消費ファンドで2644,〔2643でなし､のは〕なぜ

なら，《さぎに》超過分〔overlap〕を971)ではなくて282〕とした

からである｡）

Ⅱ）2684c3)＋1818Ｖの（＋消費ファンドで，ｍでの（ｖⅡは度外視

されている）12325)、）
Ｃ Ｖ 

総資本はし､まや，9729＋3800＝13,5296）という額になる。

1）「97｣－｢87」の誤記であろう。

2）「28｣－｢88」の誤記であろう。

3）「2684c｣－｢2864c」の誤記であろう。

4)｢,Ⅲ｣＿これにはⅡ部門での追加可変資本49K,の岼卜告､とｍと
の差額98によって規定されるⅡの追加不変資本98ｃに対応するもの）がはいっ

ていない。これを含めれば，1867となるべきところである。

5）「1232m｣－前注に記した49Ｖを含めて計算すると，正確には「1231m」とな

る。

6）この式は前注４）５）で記した誤った数字にもとづいている。



3７ 

〔原文〕

Ｉ６４１Ｄａｎｍ 
Ｃ Ｖ 

Ｉ）7045＋1982（＋inConsumtionsfonds2644weiloverlap 

lworher：lgesetzt-28，statt97） 

Ⅱ）2684ｃ＋1818v（＋inConsumtionsfonds,ｉｎ、（abgesehnv・

ｖｌＤ１２３２ｍ.） 
Ｃ Ｖ 

Ｄ・Gesammtcapitalbetrtigtnun：9729＋3800＝13,529.

二の場合には,可変資本は不変資本に対する比率で,《ゆうに､》=以上
となっている｡(かりに＝だとすれば伽となる｡）
１）「ゆうに〔well〕｣－あとから書き加えられている。きわめて小さい字で，

しかも上の行の下線と重なってしまっているので，末尾に11があるように見

えるほかは，ほとんど線をたどることができない。推定でwellと読んでおく。

〔原文〕

HierstehtdvariableCapitalinProportionzumconstanten,｜：well：l 

meMs吉(伽w批・＝）

最初は1500であった可変資本が２倍以上に増大し，最初は6000であった

不変資本は半分以上増大した。可変資本は1500から3800に，２倍以上に増

大した。なお，はじめ可変資本対不変資本は1500：6000,つまり３：１２＝

':4であったが,今では3800:Ⅷ…Ｍ識となっている｡二
れは，資本主義的生産の進行とは矛盾している｡，

1）ｖ：ｃが1500：６０００（＝１：４）であったのは「Ａ）単純再生産の表式」であ

り，「Ｂ）拡大された規模での再生産のための出発表式」てはⅡ部門のｖ：ｃ

を１：４から１：２に変更したのであるから,総資本のｖ：ｃもすでにその時点で

Ⅳ50:5500(-Ｌ，÷)に低下していた｡しか…後の計算では,第2年度
以降Ｉ部門での蓄積はつねに１：３の資本構成で行なわれてきたのであるから，

総資本の有機的構成が低下するのは当然なのである。もし，Ｉのｖ：ｃを１：４，

Ⅱのｖ：ｃを１：２とし，Ｉの蓄積率を50％として，－しかもミスを犯さず



３８「蓄積と拡大再生産」（『資本論」第２部第21章）の草稿について（下）

－計算を続けたならば〃出発表式｣てはv:cは』:3÷であるが翌年度
［:，急とごくわずか(息)上昇したのち,それ以後この比率は変化しなか
ったはずである。

〔原文〕

Ｄ，variableKapitalurspriinglich＝1500mehralsverdoppelt、Das

constante，urspriinglich＝6000,ｕｍｍｅｈｒａｌｓｄ・Halftegewachsen．Ｄ・

variableGeldkapitalgewachsenvoｎｌ５００ａｕｆ３８００,mehralsverdoppelt・

UebrigenswarurspriinglichvariablesKapitalzuconstantem＝1500:6000 

《-》川-M;i…-380M7腓1:2識川…G…Ⅲ kapit． 

Productionwiderspricht． 

剰余価値は最初はＩで500,Ⅱで600,合計1100が消費された。私はい

ま，Ｉ）では7841)，Ⅱ）では1232,合計2016が消費されるものとしてい

る。ほとんど２倍になっている｡2）というのは，もし２倍だったら2200の

はずだから。

１）「784｣－マルクスの計算では「882」のはずである。この「784」という数

字は前年度（つまり第５年度）の数字であった。「882」とすれば，次の合計も

「2114」となるところであった。

２）前注に記したような正しい計算を続けていたならば，約59％の増加となると

ころであった。

〔原文〕

DerMehrwerthverzehrturspriinglｉｃｈｉｎｌ＝500；ｉｎＩＩ)-600,Ｓｕｍｍａ 

＝1100.Ｉｃｈｊｅｔｚｔｉｎｌ)＝784；ｉｎｌｌ）1232；Ｓｕｍｍｅ＝2016,beinahver‐ 

doppelt；dDoppeltewarenamlich-2200． 

もう一度だけ，商品資本9000の最初の区分けとして次のものを取って糸

よう。Ｄ
Ｃ Ｖｍ 

ｌ）4400＋1000＋1000 

ｍ1800＋350＋3502） 



3９ 

,では川汕に対して告であり,総資本6000に対して告である｡Ⅱで
は川はcに対してU50:1500すなわち告であり,総資本1750に対し
て１：７である。総可変資本（1000ｖｌ＋250ｖ（Ⅱ）○〕は総不変資本

(-6500)に対して,、50:6500-125:65Ｈ５:1腓5:26-1:5告
である｡3)の

１）この文のまえにある横線のところから，草稿65ページの上のほう（のちに注

記する）まで，青鉛筆で１本の抹消線が引かれている。これはエンゲルスによ

るものであろう。この部分はニンゲルス版にはまったく取り入れられていな

い。

２）この２行の表式のうち，ＩＣ，Ⅱｃ，Ⅱｖ，Ⅱｍの数値は重ね書きで修正され，

ここに示した数値になっている。しかしこの修正された数値に照応する叙述は

以下の本文には見当らない。これはおそらく，以下の本文を書いたあとで数字

の修正をしたためであろう。修正前の数値は読み取ることができないが，次の

ようになっていたものと推定して誤りないものと考える。
Ｃ ｖｍ 

ｌ）5000＋1000＋1000 

Ⅱ）1500＋250＋２５０ 

以下の部分はこれらの数値に対応している。

３）この直後に次の文章がある。「そして，総可変資本1250は総資本7750に対し

て,125:775-Ｍ7-1:5号である｡｣この数値は臘正された数字にも前
注に示したしとの数字にも，照応していない。それはむしろ，次注に示すこの

あとに続く抹消部分に照応している。

４）前注に示した文章の下に次の記述があるが，これは４本の線で抹消されてい

る。

「そうでなければ，次のものを取ってふよう。
ｃｖｎｌ 

ｌ）4500＋900＋900 

Ⅱ）2000＋350＋350 

2000ＣⅡが，1800しかないｖ＋、（１）よりも大きくなる，というこのような転

化を生糸だすことができる先行の過程は，Ｉの比較的後期の（生産的）蓄積に

ⅡがＩ自身よりも多く関与したような過程である。われわれはまえにはいつで

も，ＩはⅡよりも高い比率で剰余価値を蓄積する，と仮定していたのだが｡」



４０「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

〔原文〕

NehmenwirforoncealsursprtinglicheTheilungder9000Waa-

renkapitalsD： 
Ｃ Ｖ ｎｌ 

ｌ）4400＋1000＋1000 

Ⅱ）1800＋350＋３５０ 

ｌ 

ｍＭＶ…--…､G……M6OOO-÷ｍｎ１…uｃ－ －－5 

250:1500-告…Ge…k叩Ml750-mD剛…．…・
kapital（1000vl＋250ｖ(11）〈）〉ｉｓｔｚｕＧｅｓａｍｍｔ、constKapital

(-65腓1250:65昨l2M5M5:l汁5:26-1:5豈川
DWaarenkapitals-Waarenkapitalの誤記であろう。

２）この直後に次の文章がある。

udvariableGesammtkapitall250zumGesammtkapital7750＝125：７７５ 

-5:27-Ｍ号
3）前注の文章のあとに，次のように書いたのち，消している。

Ｃ ｖｎ１ 

Ｏｄｅｒｎｅｈｍｅｎｗｉｒｌ）4500＋900＋900；solcheVerwandlungwo2000cll 

ll）2000＋350＋350 

gr6sseralsv＋、(1)，ｄｉｅｎｕｒ＝1800,kannProductvorhergehendesPro‐

cessessein,ｗｏｌｌｍｅｈｒａｎｄｓｐｉｉｔｅｒｎ（productiven）Accumulationvonl 

theilnahmalslselbst，wiewirvorherbestiindigannahmen，dasslin 

h6hrerProportionMehrwerthaccumulirtalsll． 

その理由がどうであれ剰余価値率が変化するが，そのほかのすべての比

率は１）でも２）でもＤ同じままである2)，という例として，次のものを

取ってみよう。3）
Ｃ ｖＩｎ 

ｌ）４１３５＋827＋1238 
Ｖ 

Ⅱ）1800ｃ＋360＋640ｍ 

’）この「')」および「2)」は，それぞれ’部門およびⅡ部門をさすのであろ

う。

２）この新たな表式では，Ｉ部門でもⅡ部門でもｃ：ｖは５：１となっており，け



4１ 

っして「同じままである」とは言えないであろう。さらに，後注で指摘するよ

うに，表式の展開のしかたもこれまでとは異なっており，また混乱を含んでい

る。

3）このあとに，次の表式を書いたのち，消している。
Ｃ Ｖ Ｉｎ 

「Ｉ）４０００＋800＋1200

Ⅱ）2000ｃ＋400Ｖ＋600ｍ 

〔原文〕

Takeforinstance，woherauch，Mehrwerthratechanged，abersonst 

alleVerhdltnissegleicｈｉｎｌ）ｕ､２)． 
Ｃ Ｖ Ⅱ９ 

１）４１３５＋827＋1238 
Ｖ 

１１）1800ｃ＋360＋640ｍ 

ｖＩｎ 〔ｃ〕

827＋973（１）＝1800(Ⅱ)が行なわれる｡Ｄそこで，次のようになまず，

る。
ＣＶ （ｖ＋1,） 

Ｉ.）4135＋827（貨幣で)＋365,2）＋(18001肖費ファンドで）
ｖＩｎ 

Ⅱ、1800c(不変資本の現物形態で)＋360＋640

(Ⅱでの剰余価値率は小路である｡)'での剰余価値率は川去より
もやや低い。

１）ここではＩの蓄積率をまず与えるという従来の方法とは異なり，まず第１に

Ⅱｃの大きさによって１ｍ中の資本家の消費ファンドの大きさを決定している

のである。

２）「365ｍ｣－｢265ｍ」の誤記である。以後の計算では「265ｍ」が用いられて

いる。

〔原文〕
ｖｎｌ 

Ｄ'abord827＋973(1)==1800(11)；Ｄａｍｉｔｈａｂｅｎｗｉｒ 
ＣＶ （ｖ＋rn） 

Ｌ）4135＋827(inGeld)＋365ｍ＋(1800inConsumtionsfonds） 
Ｖｎｌ 

ｌｌ、1800c(innaturalformd・const・Capitals)＋360＋640
Ｖ【ｎ

(Rated.ｍ′ｉｎｌｌ＝９：１６）Ｒａｔｅｄ・MehrwerthsinI==etwasweniger

als1：，上．
２ 



４２「蓄積と拡大再生産」（『資本論」第２部第21章）の草稿について（下）

Ⅱは〔追加不変資本として〕Ｉ（、)から100を買い､，それに〔Ⅱ(、）

から〕２０ｖを追加する｡2）そこでⅡは，1900c＋380Ｖとなる。（それゆえ，
】n m 

640Ⅱは6203)に縮小される。〔）〕Ｉ

１）これは，さしあたり残っている265ｍ（１）から買う，としなければならない

が，そうするとＩには165ｍしか残らないことになる。ところがすぐあとに見

るように，マルクスは265ｍをＩの蓄積分と考える。もしそうなら，この100

はＩから買うことができないはずである。

２）この120ｍ(Ⅱ）の蓄積の大きさはⅡが任意に取ったことになっている。それ

ではこの例ではⅡの蓄積率がＩのそれを決定しているのかというと，そうでも

ない。このあとで，Ｉでの蓄積によってⅡでさらに蓄積をしなければならない

ことになっているのである。

３）ⅡはＩから100の生産手段を買うだけで，Ｉに100(、）の消費手段を売らな

い，というのでないかぎり，640ｍ(Ⅱ)から20Ｖだけでなくて100ｃをも引き去
ｎｌ ｌｎ 

らねばならず，そうすれば，「620」ではなくて「520」となるはずである。こ

のあとも「620」にもとづいて計算が行なわれる。

〔原文〕

ＩＩｋａｕｆｔｌＯＯｖｌ（、）ｕ、ｆＵｇｔｈｉｎｚｕ２０ｖ；dann：ＩＩ１９００ｃ＋380Ｖ．
】ｎ ｍｍ 

(hence6401Ireducirtauf620.〈）〉’

１１１ （・

’６５１１にはまだ２６５がある｡'）これは212＋53Ｖ2)に転化されなければ

ならない。（後者の53はⅡから買わなければならない｡）Ⅱは，Ｉでまだ現

物で在庫していた5Ｍ`)を充用するためにhM1o二，をも追加しなければ
…い｡した胸て,縦存在している620(Ⅱ)から63号が差し引かれ
て,556二が残る｡。
１）前出の注に記したように，Ⅱがｌから100ｍを買ったのだから，165ｍしか

残っていないはずであるが，マルクスはその100ｍとは無関係に265ｍをＩで

の蓄積ファンドとする。

２）ｃ：ｖを４：１にしてしまっている。

３）「53Ｃｌ」－｢53ｖｌ」の誤記であろう。

４）ここではふたたび，Ｉでの蓄積額によってⅡの蓄積額を決めている。

〔原文〕



４３ 

ｍ Ｃ 

ｌ６５１１ｎｌｉｓｔｎｏｃｈ２６５・Diesmussverwandeltwerdenin212＋５３ｖ

(letztrezukaufenv､１１)．Ⅱ）ｕｍｄ５３ｃｌ，diedortnochinnatura 

vorrathig,anzuwenden,ｍｕｓｓｌＯ且vauchzusetzenAlsogehenabv、
５ 

．……620(Ⅱ)63号ubMb上556三
Ｉ、

５ 

したがって，いまや次のようになる。
Ｃ Ｖ 

Ｉ）4135＋212＋827＋5３（＋消費フアン1s1800）

Ⅱ川53.＋370号川十銑晉澗費…ﾄﾞ）
したがって，

Ｃ Ｖ 

Ｉ）4347＋880 

Ⅱ)｣,53汁370号
が，再生産が行なわれれば，

Ｃ Ｖ ｎ１ 

Ｉ）4347＋880＋13202〕

Ⅱ川53.+370号w+656豈叩
をもたらす｡の

１）以前の表式でも似たことがあったが，ここでは100ｃの追加不変資本に承あ

う2仇の追加可変資本が忘れられている｡それを含めれば｢3,0号Ｕとなる
ところである。続く次年度の表式もこの20Ｖを抜かして構成されている。

ｎｌ 

２）「1320｣－最初の剰余価値率をii提すれば，「1317」なにがしになるはずで

ある。

:)｢656=｣－最初の剰余価値率を前提すれば,｢634｣になるはずである。
４）この下に「Wenn」という１語が書かれており，消されていない。その下に，

青鉛筆によって横線が引かれており，前出の注に記した－エンゲルスのもの

と思われる－抹消線がこの横線まで引かれている。

〔原文〕

Ｗｉｒｈａｂｅｎａｌｓｏｊｅｚｔ 
Ｃ Ｖ 

Ｉ）4135＋212＋827＋5３（＋Consumtionsfondsl800） 

Ⅱ)Ⅲ'53.＋370二Ｋ+鎧6言CO､愚mMond愚）



４４「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）
Ｃ Ｖ 

Ａ１ｓｏＩ）4347＋８８０ 

，)、53.+370号")；
giebtbeidReproduction： 

Ｃ Ｖ １， 

１）4347＋880＋1320 

Ⅱ川53：+370号+656言
Ｗｅｎｎ 

9000の年間生産物のいっさいが商品資本として資本家階級（ここではま

だ産業資本家階級)の手にあり,可変資本と不変資本との一般的な平均比率

が１：６１)であるような形態をとっているものと仮定しよう。これまでの

仮定に比べて，すでにｖ対ｃの比率が低下している。このような比率が前

提するのは，１）資本主義的生産が，またそれに対応して社会的労働の生

産諸力がすでに著しく発展しているということ，２）生産規模がそれ以前

からすでに著しく拡大されているということ，３）労働者階級のなかに相

対的過剰人口を生承だすような変化のすべてが発展しているということで

ある。
，Ｃ Ｖ ｍ 

’ａ）Ｉ）５０００＋1000＋1000 

ｍｌ４３０ｃ＋285Ｖ＋285ｍ 

かりに次のようであったとすれば，
ｃｖｍ 

ｌ）5000＋1000＋ｌ０００ 
ＣＶ ＩＴｌ 

Ⅱ）1500＋250＋２５０ 
Ｖ、

この場合には，1000＋500＝1500が1500（ｖ＋、）１２）と転換されるところ

である。

１）「１：６｣－以下の表式ではじつきいには１：５になっている。

２）「1500(ｖ＋、）Ｉ｣－｢1500ｃｍの誤りであろう。

〔原文〕

Nehmenwird9000jdhrlichesProduct，dassichallzusammtals 

WaarenkapitalindHanddCapitalistenklassen（hiernochderindu-



４５ 

striellen）befindet，ｉｎｅｉｎｅｒＦｏｒｍ，wodgeneralaverageVerhaltniss 

ｖｏｎｖ:ｃ＝１:６，verglichenmitdfrUherenAnnahmenschonniedrige 

ProportionvonvzumcSolchesetztvoraus：１）schonbedeutende 

Entwicklungd、kapitalist・Productionu、entsprechendderProduc‐

tivkriiftedergesellschaftlichenArbeit；２）schonbedeutendvorherge‐ 

gangeneErweitrungderProductionsleiter；３）Entwicklungallder 

Changes,ｄierelativeSurpluspopulationind､Arbeiterklasseproduciren 
C V In 

a）Ｉ）５０００＋1000＋1000 

１１）1430ｃ＋285Ｖ＋285m 

Hiittenwir： 
Ｃ Ｖ Ｉｎ 

ｌ）5000＋1000＋1000 
Ｃ Ｖ ｍ 

ｌｌ）1500＋250＋２５０ 
V m 

sowiirdenlOOO＋500-1500sichdamitumsetzengegenl500（v＋、)I．

いⅧⅡが〕1と8÷+285二Ｖ+285二mであるならＭｎでの,：
ｃと同様に，〔Ⅱでのｖ：ｃは〕正確に１：６２）となるが，分数部分を避け

るためにｃは1430であるとする。したがって，xxxx3)そうでなければつ

ねにこの比率が堅持される。ついでに言えば，Ｉにおけるｖ：ｃの比率と

Ⅱにおけるそれとが異なりうるのは，ＩおよびⅡの内部で個々の事業部門

におけるｖ：ｃの比率がさまざまでありうるのと同様である。このあとのこ

とが，ＩとⅡとのそれぞれについて平均比率が出てくることを妨げないの

と同様に，ＩとⅡとのそれぞれにとってのこの平均構成の相違は，全体を

取ってみれば，これまたＩおよびⅡをまとめたものについての，つまり社

会的総資本についての平均比率が出てくることを妨げるものではない。た

とえば，ＣＤが42004)，ｃⅡ）が1600であり，Ｉでのｖ：ｃの比率が１：

６，Ⅱでのそれが１：４であれば，各100のｖについてはｃ（ＩおよびⅡ）
〔ｃ〕ｖｃｖ

は5005)である。というの(よ，Ｉ）が2400＋400であり，Ⅱ）が1600＋400
ｃ〔ｃ〕ｃ

であり，したがって2400＋1600すなわち40001こたいして800Ｖであり，全



４６「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

体についてはｖ：ｃは１：５だからである｡6）

１）「Ⅱ｣－「Ｉ」の誤記である。

２）「１：６｣－｢１：５」とあるべきところである。

３）原文ではここに２語あるが，はじめの語は下線に覆われてはっきり見えな

い。最後はselbesのようである。次の語は後半がtrittのように見えるが，結

局読めなかった。２語とも消されているのかもしれない。

４）「4200｣－－度書いた数字の上に重ね書きをしてこの数字にしている。しか

し，すぐあとの叙述からゑると，「2400」のつもりだったのではないかと思わ

れる。

５）「500｣－草稿では「５％」にしか見えないが，内容から考えてこのように

しておく。

６）このパラグラフは，前パラグラフの表式の右に書かれており，その左側には

縦線が引かれている。この縦線は表式との区切りのためのものであろう。

〔原文〕

Ge…aM…、Ⅱ,weMh8÷+285号彌+285二m;…０
gesetzt，umdBriichezuvermeiden；wirddaher，xxxxxxxxxx1）sonst 

stetsjenesVerhtiltnissfestgehalten・Uebrigensk6nnendVerhtiltnisse

v:ｃｉｎｌｕ・IIverschiedensein,wiesieesinnerhalblu・IIindeinzel‐

nenGeschaftszweigensind；wiediesnichthindert,ｄａｓｓｉｎｊｅｌｕ､II 

einDurchschnittsverhiiltnissvonv:cherauskommt，sohindertd 

DifferencesdiesesCompositionfUrjeIull,enmassegenommen， 

dasswiedereinDurchschnittsverhiiltnissfiirlu、IIzusammengenom‐

menalsofiirdieGesammtegesellschaftlicheKapital<ien〉heraus‐

kommt・ＩｓｔｚＢ・Ｃｌ)＝4200,cll)＝1600ｕ、istdVerhaltｎｉｓｓｌｖ:ｃ

＝１:6,ｉｎＩＩ）ｖ:ｃ＝１:４，ｓｏｆｉｉｒｊｅｌＯＯｖｃ(Ｉｕ.Ⅱ)－５％,niimlichl） 
Ｆｖｃｖｃｃ 

２４００＋400；１１）1600＋400,alsof2400＋1600ｏｄ、4000-800ｖ;ｖ:ｃ－１:５

ｆＴｏｔａＬ 

１）下線と見えるのはじつは抹消線であって，消されているのかもしれない。

いま,')けたわち街本家階級D1がmの＝すなわち500を消費し，



４７ 

Ｖ 、ｌ

他の半分を蓄積するとしよう。この場合には,1000＋500＝1500力31500(Ⅱ）

に転換される。Ⅱではｃは1430でしかないから，1500の額に仕上げるには
、

285ｍのなかから70を追加しなければならない。こうして285(Ⅱ)から70が
、

差し引かれて，215(Ⅱ)が残る。そこでわれわれは次のものを受け取る。
Ｃ ｍ 

ｂ）Ｉ）5000＋500（＋消費ファンド1500）
Ｃ Ｖ ｎＩ 

Ⅱ）1430＋70＋285＋２１５ 
，１ Ｃ 

ここでは70（１）〔すなわち70(Ⅱ)〕は直接にｃ（Ⅱ)に合体されるので，こ

れは仁の追加不変資本を動かすための可変資本として晋すなわち皿を必
ｍ Ｉｎ 

要とする。したがってこの14がふたたび215(Ⅱ）から差し引かれて，２０１

(Ⅱ)が残り，そこでこうなる。
Ｖ ｍ 

Ⅱ）1500c＋299＋2011） 

１）表式展開はここで中断されているが，草稿69ページでふたたびこの続きが展

開されている。Ⅱ部門については，この第８稿に属するものとされている１枚

の紙片に，関連する叙述が書かれているが，これは69ページ第１パラグラフへ

の最後の注に収めることにする。

〔原文〕

GesetztjeztI）〔i,edKapitalistenklassel)〕consumire上、＝500,
2 

Ｖ Ｉｍ 

ｕ・accumulired・andreHdlfte・Dann，1000＋500-1500umzusetzenin

l500(ＩＤＤａｈｉｅｒｃｎｕｒ＝1430,sozuzusetzenvon285m-70tomake 
ｎ１ Ｔｎ 

ｕｐｔｈａｔｓｕｍ；ｇｅｈｔｓｏａｌｓｖｏｎ２８５(11)-70；lasst215(11)．Ｕｎｄｗｉｒ 

ｅｒｈａｌｔｅｍ 

ｃｎｌ 

ｂ）Ｉ）5000＋500（＋d・Consumtionsfondsl500）
Ｃ ｖＩｎ 

ｌＩ）1430＋70＋285＋215． 
Ｉｎ 

Ｄａｈｉｅｒ７０(1)directannexirtanc(11)，softirdieserheischtanvari‐ 

ablenCapital，umdieszuschiissigeconstanteCapｉｔａｌｉｎＢｅｗｅｇｕｎｇｚｕ 

…､害-Ｍ霞｡ＭＭ……Mn215n);Mt2O,(Ⅱ）
ｎｌ ｎｌ 

ｕ・ｗｉｒｈａｂｅｎ：
ＶＩＴｌ 

ｌｌ）1500ｃ＋299＋201. 
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(．｡+＝､),対,500(Ⅱ)の転換は単純な蓄積"の,過程であり,その
かぎりではもうかたづいている。とはいえ，ここでいくつかの独自性を述

べておく必要がある｡というのは,ニニでは,(v+＝､)'はc(Ⅱ)に
よってではなく，ｃⅡ、プラス．ｍⅡの１部分によって補填されるのだか

らである。

１）「ｃ｣－明らかに「ｖ」の誤記である。

２）「単純な蓄積｣－｢単純再生産」の誤記であろう。

〔原文〕

Dem…zwMnen(｡､+＝､)』脚n,500(Ⅱ)i…P…
dereinfachenAccumulationu、sofernabgemachtlndesssindhier

emigo…hmucM…ub…keMahi・mi…+会､)I
durchc(Ⅱ）ersetztwird,sonderndurchcll＋einenThenvonmn 

1）「ｃ｣－｢ｖ」の誤記である。

蓄積を前提すれば，ｖ＋、（Ｉ)はｃⅡよりも大きいのであって，単純再

生産でのようにｃⅡに等しいのではないということは，自明である。とい

うのは，１）Ｉはその剰余価値の１部分をそれ自身の生産資本に合体さ

せ，それを不変資本に転化させるのであり，したがって，同時に消費手段

Ⅱによって補填されることはできないからである。’'671,2）Ｉは自分の

剰余生産物から，Ⅱのなかでの蓄積に必要な不変資本を供給しなければな

らないのであって，それはまったく，ⅡがＩに，Ｉの剰余生産物のうちＩ

自身が追加資本（不変資本）として取得する部分のために，必要追加可変

資本を供給しなければならないのと同様だからである。言うまでもなく，

現実の《追加》可変資本は追加労働力から成っている。たとえばいまの場

合，資本家Ｉは,奴隷所有者でもあればしなければならないように,自分が

使用する追加労働力のためにⅡから必要生活手段を在庫として買ったりた

めこんでおいたりはしない。Ⅱと取引するのは，労働者自身である。しか

しこのことは，資本家の立場から見れば追加労働力の消費手段は彼が《必
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要な場合に》追加する労働力を生産し維持するための手段でしかなく，し

たがって彼の可変資本の現物形態でしかないということを，妨げるもので

はない。資本家自身がさしあたって行なった操作，ここではＩが行なった

それは，追加労働力を買うために必要な新たな貨幣資本を貯えたことだけ

である。彼がこの追加労|動力を取り入れてしまえば，この貨幣はこの労|動

力にとっての商,W1nの購買手段となるのであり，したがって，Ⅱには労働

力のための消費手段がみいだせるようになっていなければならないのであ

る。

１）ページづけを誤ったのであろう。草稿66ページは存在しない。

〔原文〕

Dass-Accumulationvorausgesetzt，ｖ＋ｍ(1)＞ａｌｓｃｌｌｕ・nicht＝cll，

wieindeinfachenReproduktion,verstehtsichvonselbst,ｄｅｎｎｌ） 

incorporirtleinenTheilseinesMehrwerthsseinemeignenproductiven 

Kapital,verwandeltihninconstantesCapitaLk6nntealsonichtgleich-

zeitigersetzendurchConsumtionsmittelⅡ’'６７１２）Ihatausseinem 

MehrproduktdzurAccumulationmittenIIn6thigeconstanteCapital 

zuliefern，ｇａｎｚｗｉｅｌｌａｎｌｄａｓＤｆＵｒｄｅｎｖｏｎｉｈｒｓｅlbstalsMehrka‐ 

pital（constanten）angeeignetenTheilseinesMehrproduktsdasn6thige 

zusiitzlichevariableKapitalzuliefernhat、Wirwissen：daswirkliche

l：zusiitzL：IvariableKapitalbestehtauszustitzlicherArbeitskraft、Ｅｓ

ｉｓｔｎｉｃｈｔｄ・Kapitalistl，ingegebnemFallz.Ｂ,ｄｅｒｖ・IInothwendige

LebensmittelalsVorrathkauftod・aufhiiuftfUrdievonihmzu

verwendendezusdtzlicheArbeitskraft，wieesetwaderSklavenhalter 

thunmiisste・EssinddArbeiterselbst，diemitIIhandeln・Dies

verhindertabernicht，dassvomkapitalistischenStandpunktausd 

Consumtionsmitteld・zuschiissigenArbeitskraftnurProductions‐ｕ、

Erhaltungsmittelseinerl：eventuell：lzuschiissigenArbeitskraft，also 

dNaturalformseinesvariablenKapitalssind・Seineeignendchste
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Operation，ｈｉｅｒｖ・Ｉ，bestehtnurdarin，dasserdn6thigeneueGeld-

kapitalaufgespeichert，daszumKaufzuschiissigerArbeitskraftn6thig 

SobalderdieseadditionelleArbeitskraftincorporirt，wirddiesGeld 

Kaufmitteld・WaarenllfiirdieseArbeitskraft，mussalsodortihre

Consumtionsmittelvorfinden． 

Ｄこのdasは消し忘れであろう。

ついでに。資本家殿（と彼の新聞）は，労働力が自分の貨幣を支出する

仕方や，労働力がこの貨幣を実現する商品については，しばしば御不満で

あって，これを機会に彼は哲学を語り，文化を談じ，博愛を説くのである

が，たとえば「合衆国の外国貿易，1878年６月30日にいたる財政年度」に

ついてのドラモンド氏（ワシントン駐在《イギリス》公使館書記官）の報

告のなかで，彼は次のように言っている。－『ザ・ネイション」は最近

1879年10月に興味ある一文を掲載したが，そこにはとりわけ次のように書

かれている。

「労働者は文化の点で発明の増大についていけないできている。いろい

ろな物がふんだんに彼らの手にはいるようになったが，彼らはその使い方

を知らないし，したがってまたそれらの物のための市場をつくりださな

い。｛資本家はだれでも，労働者に自分の商品を買わせたいと思ってい

る｡)Ｄ労働者が自分と同額のかせぎをする牧師や弁護士や医師と同じだけ

多くの楽しゑを望んではならないというような理由はなにもない。につ

きい，この種の弁護士や牧師や医師は，「多くの楽ＭA」への「欲望」を

もてば，これを実証するがままにさせておく2)にちがいない！｝ところが

労働者はそれらを望もうとはしない｡問題は相変らず,どのようにして労働

者を消費者として合理的で健全な方法で向上させるべきか，ということで

あるが，これはけっして容易な問題ではない。というのは，労働者の野心

はせいぜい自分の労働時間の短縮を望むだけであるし，扇動家たちも，労

働者の精神的道徳的能力の改善によって彼の状態を向上させることより

も，むしろ労働時間の短縮のほうに彼を扇動するからである｡」（『駐在諾
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国の商工業等にかんするイギリス大公使館書記'官報告書』，ロンドン，１８７９

年，404ページ。○〕の

1）この「）」は「）」の誤記である。

2）「実証するがままにさせておく｣－原文は明らかにbewiihrenlassenとな

っている。エンゲルス版ではgewiihrenlassenとされている。この両語では意

味の違いがあるように思われる。マルクスの真意はエンゲルスの読承かたのと

おりであったのかもしれないが，ここではbewiihrenとして読んでおく。

3）このパラグラフ以下，ドラモンドにかんする｢ついでに｣の部分の左側には，

インクで（ジグザグ）の縦線が引かれている。

〔原文〕

BythebyeDerHerrCapitalist（u・seinePresse）istoftunzufrie‐

ｄｅｎｍｉｔｄＡｒｔ，ｗｉｅｄ・ArbeitskraftihrGeldverausgabtu・dWaaren

ll,worinsieselbesrealisirt,philosophirt,culturschwatztu､philant<h>ro 

posirtbeidieserGelegenheit，ｓｏｈｅｉｓｓｔｅｒｚＢ・ｉｎｄ、Berichtder

HerrnDrummond（|：ｅｎｇＬ：lGesand<t>schaftssekretiirinWashington） 

iiberd．，,ForeignCommerceoftheUnitedStates，ｆｏｒｔｈｅｆｉｓｃａｌｙｅａｒ 

endetJune30，1878"・Ｄｉｅ，,Nation“habeletztenOctoberl879einen

interessantenArtikelgebracht，ｗｏｒｉｎｅｓｕａ・heisst：

，,Ｔｈｅｗｏｒｋｉｎｇｐｅｏｐｌｅｈａｖｅｎｏｔｋｅｐｔｕｐｉnculturewiththegrowth 

ofinvention，ａｎｄｔｈｅｙｈａｖｅｈａｄｔｈｉｎｇｓｓｈｏｗｅｒｅｄｏｎｔｈｅｍｗｈｉｃｈｔｈｅｙ 

ｄｏｎｏｔｋｎｏｗｈｏｗｔｏｕｓｅａｎｄｔｈｕｓｍａｋｅｎｏｍａｒｋｅｔｆｏｒ.〔JederCapi‐

talistwiinscht,ｄａｓｓｄ・ArbeiterseineWaarekaufensoll.)'）Thereis

noreasonwhytheworkingmanshouldnotdesireasmanycomforts 

astheminister，lawyer，ａｎｄdoctor，ｗｈｏｉｓｅａｒｎｉｎｇｔｈｅｓａｍｅａｍｏｕｎｔ 

ａｓｈｉｍself．（DieseSortelawyers,ministersu、Doctorsmussenind．

Ｔｈａｔｂｅｉｄｅｍ，,desire“ｏｆ,,manycomforts“esbewtihrenlassen1）Ｈｅ 

ｄｏｅｓｎｏｔｄｏｓｏ，however・Ｔｈｅｐｒｏｂｌｅｍｒｅｍａｉｎｓｈｏｗｔｏｒａｉｓｅｈｉｍas

aconsumerbyrationalandhealthfulprocesses，ｎｏｔａｎｅａｓｙｏｎｅａｓ 

ｈｉｓａｍｂｉｔｉｏｎｄｏｅｓｎｏｔｇｏｂｅｙｏｎｄａｄｉｍinutionofhishoursoflabour， 
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thedemagoguesratherincitinghimｔｏｔｈｉｓｔｈａｎｔｏｒａｉｓｉｎｇｈｉｓｃｏｎ‐ 

ditionbytheimprovementofhismentalandmoralpowers“（404, 

ＲｅｐｏｒｔｓｏｆＨ.Ｍ,sSecretariesofEmbassyandLegationonthe 

Manufactures，Commerceetc・oftheCountriesinwhichtheyreside

Londonl879.〈）〉

1）この「）」は「〕」の誤記である。

長い労働時間は，「労働者の精神的道徳的能力の改善によって彼の状態

を向上させ」て彼を「合理的な消費者」にするはずの「合理的で健全な方

法」の秘密らしい。資本家の商品の「合理的な消費者」になるためには，

労働者はなによりもまず－といっても扇動家！がそれを妨げるのだが

－自分《自身》の労働力を「非合理的」に反健康的に自分自身の資本家

に「消費〔」〕させることから始めなければならないのだ。資本家の言う

｢合理的な消費｣がなんであるかがわかるのは，彼が直接に自分の労働者た

ちの消費取引に手を出すほどあつかましい場合，つまり現物支給制度の場

合である。（労働者への住宅供給，したがって彼の資本家が家主(landlord）

でもあるというのも，現物支給制度の多くの分野のなかの１つである｡）

〔原文〕

LangeArbeitsstundenscheinend､Geheimnissdes,,rationalu・health‐

fulprocess``，welched．，,Lage“dArbeiters，,durchimprovement 

seinergeistigenu・moralischenVermogensheben“ｕ・ｉｈｎｚｕｅｉｎｅｍ

,,rationalconsumer“machensollen・Ｕｍｅｉｎ，,rationellerConsument`‘

derWaarenderCapitalistenzuwerden，ｍｕｓｓｅｒｖｏｒａｌｌｅｍ－ａｂｅｒｄｅｒ 

Ｄｅｍａｇｏg1hindertihndaran-damitbeginnenseinel：eigne:lArbeits‐ 

kraft，,irrationell“ｕ・gesundheitwidrigvonseinemeignenCapitali-

sten,,consumiren<"〉zulassen1WasderKapitalistunteｒ，,rationellem

Consum“verstehtzeigtsichdort，woersoherablassendist，ｓｉｃｈ 
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directind・ConsumtionshandelseinerArbeitereinzumischen-im

Trucksytem（ｗｏｖｏｎａｕｃｈｄ・WohnungsliefernandArbeiter,ｓｏｄａｓｓ

seinCapitalistauchseinHausvermieter（landlord）eineBrancheunter 

vielenist)． 

この'司じドラモンド，その美しい魂が労働者階級向上のための資本家的

な企図に夢中になっている彼は，同じ報告書のなかでなかんずくロウエ

ル・エンド・ローレンス・ミルズの模範綿業工場についてわれわれに物語

ってくれる。女工たちの賄いつぎ宿舎は，工場を所有している会社のもの

である。その女管理人たちはじっさい「会社お雇いの女執事」なのであっ

て，会社が彼女たちに宿舎規則を授けている。女工が夜の,０時よりもおそ

く宿舎に帰ることのないように，《会社の》専属警吏がおかれている。

（410ページ，xxxD)。だが，ここにその逸品を引いておこう。＿「特

別の警吏が，これらの規則への違反を防ぐために地所を巡回する。〔」〕

《規則から》例をとれば，女工は会社の所有地以外のどこかに宿をとって

はならない（各戸が約１０ドルの家賃を会社に納める）し，また夜の10時以

降に出入りすることも許されない。そしていまわれわれは栄光に満たされ

た｢合理的な消費者｣を見ることになる。「しかしながら，最良の設備をも

つ賄いつぎ女工宿舎の多くには常置のピアノがあるので，少なくとも，１０

時間の絶え間ない織機労働のあとで実際の休息よりもむしろ単調さから逃

れることを必要とする女工たちのあいだでは，音楽や唱歌や舞踊が彼らの

かなりの注意を集めている｡」（412ページ｡）しかし，どのようにして労働

者を合理的な消費者に仕上てあげるかの大秘密はこれからである。ドラモ

ンドは，ターナーズ・フォールズ（コネティカット・リヴァーにある）の

刃物工場についてわれわれに物語ってくれる。この工場はいまシェフィー

ルドでイギリス人と’'681競争しており，ドラモンド氏はとくにこの点に

関心をもっているのである。－「会社の会計課長」のオウクマン氏は，

アメリカの刃物（とくに食卓用の刃物類）が品質においてイギリスの刃物
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にまさっているということをドラモンド氏に語ったのち，次のように続け

た。「価格についてもわれわれはイギリスを打ち負かすつもりだ。われわ

れはすでに今日，品質ではイギリスに先んじている。それは人も認めてい

る。しかし，われわれはもっと価格を下げなければならない。そしてそれ

は，われわれがもっと安い価格で鋼を手に入れ，われわれの労働をもっと

安くした瞬間にできるのだ。われわれは労働をもっと安くしなければなら

ない」！（同上，427ページ｡）労賃の引上げと長い労働時間，これこそ，

労働者を「合理的な消費者」の栄位に引き上げて，文化と発明の増大とに

よって「ふんだんに彼らの手にはいるようになった物のための市場をつく

りだす」ための，「合理的で健全な方法」の核心なのである！

１）ここに，片パーレンのついたアルファベットないし数字が２つあるが，判読

できない。

〔原文〕

DerselbeDrummond-dessensch6neSeelefUrdkapitalist、Ｈｅ‐

bungsversuched・Arbeiterklasseschwtirmt，erzdhltunsindemselben

Berichtu・ａ､iiberd・Baumwollmusterfabrikenind､LowelluLawrence

millqdboardinghousesderFabrikmtidchengeh6rend、Corporation

orCompanyowningthemills，dieweiblichenhousekeepersind・

Ｔｈａｔ，,ｓｔｅｗａｒｄｅｓｓｉｎｔｈｅｅｍｐｌｏｙｏｆｔｈｅＣｏ."，dieihnenVerhaltungs‐ 

regelnvorschreiben；eignerPolizeidienerl：ｄｅｒＣｏ.：|，damitkein 

MidchennachlOUhrabendｓｎａｃｈＨａｕｓｋｏｍｍｔ．（ｐ410,xxx）Aber 

nundPerle：，,aspecialpolicepatrollingthegroundsforthepurpose 

ofguardingagainsttheinfringementoftheserules．’：Davon:lZB 

dassdMadchennirgendanderswologirendiirfenalsonthegrounds 

belongingtothecorporation（jederHausbringtaboutlODollar 

Houserentihmein)，nochdMenMidchennachlOUhrabend<s〉

aus＆ein；ｕ・ｎｕｎｓｅｈｎｗｉｒｉｎｆｕｌｌｇｌｏｒｙｔｈｅ，,rationalconsumer"：

,,Astheeverpresentpianois，ｈｏｗｅｖｅｒｔｏｂｅｆｏｕｎｄｉｎｍａｎｙｏｆｔｈｅ 
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bestappointedworkinggirl，sboardinghouses，music，song，anddance 

comeinforaconsiderableshareoftheoperatives,attentionatleast 

amongthosewho，afterlOhours，ｓｔｅａｄｙｗｏｒｋａｔｔｈｅｌｏｏｍｓ，need 

morerelieffrommonotony，thanactualrest.“（ｐ412）Ａｂｅｒｄａｓ 

Hauptgeheimnissl：aus：ldemArbeiterarationalconsumerzumachen 

kommterst，DrummonderziihltunsvonTurner'ｓFalls（onthe 

Connecticutriver）cutleryworkswhicharenowll681competingwith 

theEnglishatSheffieldHerrDrummondbes・withdiesenconcern，

u、ＨｅｒｒＯａｋｍａｎ，,thetreasureroftheConcern"，ｎａｃｈｄｅｍｅｒｉｈｍ

erztihlt,dassAmericancutlery（namentlichtablecutlery）denglische 

inQualittitschlagt，fahrtfort：，,wewillbeatEnglandastoprices 

also；ｗｅａｒｅａｈｅａｄｉｎｑｕａｌｉｔｙｎｏｗ，thatisacknowledged；ｂｕｔｗｅ 

ｍｕｓｔｈａｖｅｌｏｗｅｒｐｒｉｃｅｓａｎｄｓｈａｌｌｈａｖｅｉｔｔｈｅｍｏｍｅｎｔｗｅｇｅｔｏｕｒ 

ｓｔｅｅｌａｔｌｏｗｅｒｐｒｉｃｅｓａｎｄｈａｖｅｏｕｒｌａｂｏｕｒｄown・Ｗｅｍｕｓｔｈａｖｅ

cheaperlabour“！（p､４２７１．c､）HerabsetzungdesArbeitslohnsu・lange

Arbeitsstunden,ｄａｓｉｓｔｄｅｒＫｅｒｎｄｅｒ,,rationalandhealthfulprocesses“ 

d、ArbeiterseierhebenzurWiirdeeinｅｓ,,rationalconsumer"，ｓｏｔｈａｔ

,,theymakeamarketfor1）thingsshowereduponthem“ｂｙculture 

andgrowthofinvention1 

１）ここに引用符（,,）があるが，不要であろう。

ＩがⅡの《追加》不変資本を自分の剰余生産物のなかから供給しなけれ

ばならないのと同様に，Ⅱはこれと同じ意味でＩのための追加可変資本を

供給する。可変資本にかんするかぎりでは，Ⅱは，自分の総生産の，した

がってまたとくに自分の剰余生産物のより大きな部分を必要消費手段の形

態で《再》生産することによって，Ｉのために，また自分自身のために蓄

積するのである。

〔原文〕
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Ｗｉｅｌｄｌ：addition.：lconstanteKapitalv・IIausseinemMehr‐

produktzuliefern，ｓｏｌｌｉｎｄｉｅｓｅｍＳｉｎｎｄ・zuschiissigevar・Kapital

fiirlllaccumulirtfiirlu・fiirsichselbst,quoadvar・Kapital,indem

esgrosserenTheilseinerGesammtproduction，alsoauchnamentlich 
●● 

seinesMehrproduktsinFormvonnothwendigenConsumtionsmitteln 

|:ｒｅ：lproducirt． 

拡大する資本基礎の上で生産が行なわれる過程では，ｖ＋ｍｌ，イコー

ル，Ｃｌプラス・剰余生産物のうち資本としてふたたび合体される部分．

プラス・Ⅱでの生産拡大のために必要な追加不変資本部分，でなければな

らない。そしてこの拡大の最小限は，それなしにはＩ自身での蓄積（実体

的〔reell〕蓄積)が実行できないという大きさの拡大である。

〔原文〕

ｖ＋ｍlmussbeiProcessdProductionaufl:sichlerweiternder 

Capitalbasissein-cll＋ｄ・TheildMehrproducts，deralsCapitalwie‐

derincorporirtwird＋dzuschiissigenTheilv・constantemCapital，

n6thigzurErweiterungd・Productioninll，ｕ・dasMinimumdieser

Erweiterungistdie,ohnewelchedieAccumulation（reelle）inlselbst 

nichtausfiihrbarist． 

ところで，ｂ）で考察した事例に返れば，この事例の特徴は，ｃⅡが

(v+＝､)'よりもすなわち｡Ｉ・のうち消費手段に置き換えられる
べき部分一収入として支出される部分一よりも小さいということ，し

ｖ＋ｍ 

た力:って，1500（１）をそのように転換するために，乗り余生産物(Ⅱ)の１部

分（-70）２)がそれによってただちに市場を受け取る（実現される）とい

うことである。ｃⅡ-1430について言えば，それは，Ⅱでの単純再生産が

行なわれうるために，同じ価値額の（ｖ＋、)Ｉによって補填されなければ
＿－－.－－－ 

ならない（他のすべての事情が変わらなければ）のであり，そのかぎりで



５７ 

１， 

はここではもうこれ以上考察する必要はない。それを補う70(Ⅱ)のほうは

そうでない。Ｉにとっては単なる’消費手段による1500（１）の補填であ

り，単に消費を目的とする商品交換であることが，Ⅱにとっては－単純

再生産の内部でとは異なり－，単にその不変資本が商品資本の形態から

その現物形態に再転化することではなくて，直接的蓄積過程なのであり，

Ⅱの剰余生産物の１部分が消費手段の形態から追加不変資本の形態に転化

することなのである。Ｉが70の貨幣（剰余価値の転換のための貨幣準備）
ｍ ｍ 

で70Ⅱを買ったときに，もしもⅡがそれにた↓､して70(1)を買わずに70を

貨幣資本として蓄積するとすれば，この貨幣資本は－ふたたび生産には

いる生産物の表現ではないにせよ－たしかにつれに追加生産物の（ほか

ならぬ，それを可除部分とする剰余生産物Ⅱの）表現ではあるが，しかし
、

Ⅱの側でのこの貨幣蓄積は，同時に，生産手段の形態にある売れない７０

（１）の表現でもある。つまり，Ⅱの側で再生産が同時には拡大されないこ

とに対応して，Ｉでの相対的過剰生産が生じることになる。しかしこのこ
、

とは度外視しよう。Ｉからきた70の貨幣がⅡの側からの70（１）の購入によ

ってＩに帰ることがまだ行なわれないか，またはまだ部分的にしか行なわ

れない期間を通じて，貨幣での70は，その全部または１部分が，Ⅱの手に

ある追加貨幣資本としての役を演じる。（そしてこのことは，ＩとⅡとの

商品が互いに補填されあうことによって貨幣がその出発点に還流する以前

の，両者のあいだのどの転換についてもあてはまる｡）しかし貨幣は，こ

こではただ一時的にこの役を演じるだけである－事態が正常に経過する

かぎりでは。ところで，信用制度では一時的に遊離させられた追加貨幣が

すべてただちに能動的に追加貨幣資本として機能することになっているの

であって，そこでは，このようなただ一時的に自由になっている貨幣資本
くつわ

力§轡をはめられることがありうる。たとえばそれは，Ｉでの新たな諸企業

のために役だつことができるのであって，そうでなければそれはこのＩそ

のもののなかで，他の諸企業のまだ固着している剰余生産物を流動させな

ければならなかったところだ，ということがありうるのである。
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１）「Ｃｌ」－「Ｉ」とあるべきところである。

２）原文中の「(Ⅱ＝70)」を，「(Ⅱ）（＝70)」と読んでおく。

〔原文〕

Ｋｏｍｍｅｎｗｉｒａｂｅｒｎｕｎｚｕｄｅｍｓｕｂｂ）betrachtetenFallzuriick,ｓｏ 

…dE…mlichk．M…Ⅱ)kLi…Ｍ+告､)ＬａＭ錘
inConsumtionsmittelverzusetzendeTheil-alsRevenueverausgabte 

v＋ｍ 

－ｖｏｎｃＩＤ，ｓｏｄａｓｓｕｍｄ、1500(1)soumzusetzen，soforteinTheild、

Mehrprodukts(Ⅱ＝70）dadurchMarkterhiilt（realisirtwird)．Ｗaｓ 

cll-1430betrifft，somussesersetztwerdendurch（v＋、)Izum

selbenWerthbetrag（allotherconditionsremainingtheｓａｍｅ)，damit 

einfacheReprOductioninIIstattfindenk6nneu・ｉｓｔｓｏｆａｒｎｉｃｈｔ
In 

weiterhierzubetrachten・Andersrnitd、erganzenden70(11)：Ｗａｓ

ｆｉｉｒＩ）blosserErsatzvonl500(1)durchConsumtionsmittel，blosauf 

dConsumtiongerichteterWaarenaustausch，istfiirllnicht-wie 

innerhalbd、einfachenReproduction-blosseRiickverwandlungseines

constantenCapitalsinseineNaturalformausdFormv、Waarenka‐

pital，sonderndirecterAccumulationsprocess，Verwandlungeines 

TheilsseinesMehrproduktsausdFoｒｍｖ・Consumtionsmittelnin

dievonzustitzlichenconstantenCapitaLKaufｔｌｍｉｔ７０Ｇｅｌｄ（Geld‐ 
Ⅱn 

reservezumUmsatzfiirMehrwerth）ｄｉｅ７０(11）ｕ、kauftellnicht
ln 

dafiir70(1)，sondernacculnulirteesalsGeldkapital,soistletztres 

zwarimmerAusdruckvonzuschiissigemProduct（ebendMehr‐ 

produktII,wovonesAliquote),obgleichnichteinesindProductio、

wiedereingehendenProdukts；aberdieseGeldaccumulationaufSeite 
ln 

IIwdrezugleichAusdruckvonunverkaufbaren70(1)inProduktions‐ 

mitteln・EsftindealsorelativeUeberproduktioninlstattendspre‐

chendnichtgleichzeitigerErweiterungdReproductionaufSeitelL 

Aberabgesehnhiervon：Wiihrendd、Zeit-worind70Geld，ｄｉｅｖ．



５９ 

m 

lkamendurchAnkiiufevon70(1)seitensllnochnichtod・nurnoch

theilweiszulzuriickgekehrt，ｆｉｇｕｒｉｒｔ７０ｉｎＧｅｌｄｇａｎｚｏｄ・theilweis

alsadditionellesGeldkaｐｉｔａｌｉｎＨａｎｄｌＩ（u・ｄｉｅｓｇｉｌｔｖ､jedemUmsatz

zwischenlu・ＩＩｖｏｒｄｒｅｔｕｒｎｄ、GeldeszuseinemAusgangspunkt，

durchwechselseitigesErsetzend、beiderseitigenWaaren)，aberes

figurirthiernurtransitorischso-beinormalenVerlaufdDinge・Im

Creditsystemnun,wojedesmomentanadditionellefreigesetzteGeld 

sofortactivalsadditionellesGeldkapitalfunctionirensoll,kannsolches 

nurtransitorischfreieGeldkapitalfestgerittenwerde､，ｚ､Bzuneuen 

Unternehmungensubldienen,wiihrendesdaselbstnochfestliegendes 

SurplusproductinanderenUnternehmungenHUssigzumachenhiitte、

１）「ｃＩ」－「Ｉ」とあるべきところである。

ｎｌ 

ｂ）についてさらに言っておかなければならないのは，７０（１）を不変資

本(Ⅱ)につけ加えるためには同時に可変資本を14だけ拡大することが必要

だということである。このことは，－１で剰余生産物Ｉが直接に資本Ｉ

に再合併される場合とまったく同様に－Ⅱでの再生産が《引き続き》資

本化を進める傾向をもって行なわれているということ，したがって剰余生

産物のうち必要生活手段から成っている部分が拡大されるということを前

提している。｜

〔原文〕
Ｉｎ 

Ｅｓｉｓｔｆｅｒｎｅｒｚｕｂｅｒｎｅｒｋｅｎａｄｂ)，dassdieAnnexationvon70(1) 

diedemconstantenKapital（Ⅱ）annexirtwerden,erheischtzugleich 

ErweiterungdvariablenCapitalszumBetragv、１４．Diessetztvoraus

-ganzwietihnlichinlbeidirecterWiedereinigungv・Mehrprodukt

linCapitall-，dassdReproductioninllmitdTendeｎｚａｕｆ 

ｌ：fernere：lCapitalisationvorsichgeht，alsoErweiterungdTheils 

d・Mehrprodukts，derausnothwendigenLebensmittelnbesteht」
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ｍ 

／69/')c)9000という生産物は，５００（１）が資本化されることになれば，

再生産のために次のような配置を取らなければならない。そこで（ただ商

品だけを考察するかぎり）次のようになる。
ｃｍ Ｖ 

ｂ）１）5000＋500｛(＋1500の商品在庫）（＋1000(貨幣)<）〉）（＋

ｍ川のための追加可変資本のための貨幣'~zQQQQ重過｝２）1500ｃ＋299Ｖ＋201ｍ合計，商品での2000

１およびⅡの総計＝商品での9000

転換が行なわれたあとでは次のようになる。
Ｃ Ｖ 

Ｃ）Ｉ）5000c＋400ｍ（１）＋1000＋100(ｍⅡ）（＋商品在庫1500）

（商品だけを計算すれば，5500＋1500＝7000)2）
Ｃ Ｖ ｍ 

Ⅱ1500c＋100m(Ⅱ)＋299Ｖ＋19m(Ⅱ)3)＋(1824)）（＝2000） 

それゆえ，ｃ）はこうなる。
Ｃ Ｖ 

Ｉ）5400＋1100 

,1600ｃ＋318Ｖ（＋82)＝2000 
Ｃ Ｖ Ｃ Ｖ 

資本Ｉ）は最初，5000＋1000＝6000であったが，いまでは，5400＋1100-

-6500でありＭＯだけ増加している｡すなわち豈鰄だけ増加している。
ＣＶ ＣＶ 

資本Ⅱ）は最初，1430＋285-1715であったｶﾐ，いまでは1600+318＝1918

であMO3だけ,すなわち豈以上の増加している｡やはり,蓄積はⅡで
はIでよりも急速に進んだが,その理由は'では剰余価値の姜が資本化さ
れたのにｕでは二以上が資本化されたためである｡”
１）６９ページのこのまえの部分には次のように書かれているが，６本の縦線で抹

消されている。

ｎ６９１ｂ）はこうであった。
ｃｍ 

ｌ）5000＋500 
Ｖ 

Ⅱ）1500ｃ＋299＋201[m］ 

Ｄの5Ｍ１６+89告に分けられるが,われわれはこれを417+83-500としよ
ＣＶ 

ＣＶ Ｉｎ 

う。したがってＩ）は5417＋1083となる。いままだ現物形態で83(1)力:残って
ｒｎ Ｉｎ Ｉｎ 

いるが，これが83(Ⅱ)によって補填される。この83(Ⅱ)は201（Ⅱ)から引き去



６１ 

ｍ 【囚

られなければならなし､ので，残りは118(Ⅱ）である｡さらに,ｃ（Ⅱ)に83（１）が
Ｃ 

合体されなければならないが，そうすると1583になる。８３という追加のｃ）
ｍ 

Ⅱ）のために必要〔な迫力ﾛ可変資本が118(Ⅱ）から〕引き去られなければなら

ないが,・れは害v-16号であIハニこては16としよう｡最後に102が残る。
ｍ 

その結果，われわれは次の1ｺのを受け取る。
ＣＶ 

Ｃ）１．５４１７＋1083＋(消費」

2）前注に記した抹消部分では，Ｉの蓄積ファンド500m（１）が，原資本の構成

と同じく正しく5mに,つ霞MfM÷に分けられているが,本文中のこの
ＣＶ 

個所ではそれが400＋100に，つまり４：１１こ分けられることになっている。

3）「19ｍ(Ⅱ)｣-100cのためのｖは，ｃ：ｖが５：１なのだから,２０でなければ

ならない。なぜ19としたのかはわからない。
ｍ ｍ 

４）「182｣－｢82」とあるべきところである。すぐ･あとの表式では82としてい

る。

5)｢告｣－｢士｣とあるべきところである。
6)｢÷以上｣－じっさいには告にわずかに足りない715の告は約214である。
7）草稿の65ページで始められ，いったん中断したのちにこの69ページでふたた

び続けられているこの表式展開には，関連する記述のある１枚の紙片が残され

ており，社会史国際研究所の新目録には，Ａ6９（『資本論』第２部第Ⅷ稿）の

１部として,｢65ページおよび69ページのためのメモが書かれている１ページの

ばらの紙片〔１SloserZettelmitNotizenfiirS65uｎｄＳ､６９.〕」と記載さ

れている。その内容は次のとおりである。

「Ⅱについては次の計算〔が必要だ〕・最初はこうだ。
Ｃ ＶIIl 

Ⅱ）1430＋285＋285==2000 
Ｃ Ｉｎ 

Ⅱは1430＋70＝1500をＩに売り，そのかわりに15001を受'十取る。しかしｍに

ついては，Ⅱがもっているのはいまでは285-70＝215だ。だから，Ⅱがいまも
Ｃ ｖｍｃ 

っているのは1500＋285＋215＝2000だ。しかし，701こは追ｶﾛの可変資本が，つ

雲り晋一'4が必要だIたがって卍の'4が､(Ⅱ)から差し引かれてⅣ(Ⅱ）
に加えられる。その結果，Ⅱは

Ｃ ｖｍ 

ｌ５００＋299＋201＝２０００ 

となる。Ｉは100の貨幣でⅡから買う（100ｖ)。これが201から差し引かれ

て，２０１のうちから101が残る。Ⅱはこれにたいして100ｍｌを買い，２０１の

うちから残るのは101だ。Ⅱは100のために約18の可変資本を必要とし，この
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１８が101から差し引かれて83が残る。つまり，

１６００＋２９９＋１０１ 

となったあと，
Ｃｖｍ 

ｌ６００＋３１７＋８３＝２０００ 

となるわけだ｡」

ここでは，前山の注３）に記した「17」は「約18」とされている。なぜ20で

なかったのかはここでも不明である。

なおこの紙片には，余白に次の計算が書かれている。

２８５２８５７１４２ 

〔×〕２〔－〕７０４）２８５２）２８５２０）１００

－￣－万７℃￣Ｚｉ５２８０２
〔＋〕１４３０

２０００ 

〔原文〕

／69/')c)DasPrQducty2900qmllssLfQlg血dc-Yerthemll1gamhl22cn

zurReproduction,wenn500(1)kapitalisirtwerdensolLWirhatte、

(soweitblosdWaarenzuBetrachtkommen)： 

ｂ）１）5000＋500〔(＋Waarenvorrathvl500）（＋1000（Geld）

〈）〉〕〔＋100GeldfiirzuschiissigesvariablesKapit．

⑳{:;l〕二Hf当J1|:L:Iifn…-|皿ﾙmmI皿。
２０００ｉｎＷａａｒｅ 

ＮａｃｈｄｅｍＵｍｓａｔｚ： 

ｃ）Ｉ）5000ｃ＋400m(1)＋１０００＋100(mII）（＋Waarenvorrath 

1500).(BlosWaarengerechnet＝5500＋1500＝7000） 
Ｃ Ｖ ln 

lll500c＋100m(11)＋299Ｖ＋19m(11)＋(182）（-2000） 

Hence：ｃ）habenwir： 
Ｃ Ｖ 

Ｉ）5400＋1100 

１１）1600c＋318Ｖ（＋82)＝2000 
C V C V 

Kapitalurspriinglichl）5000＋1000==6000；jetzt==5400＋1100==6500, 
１c 

gewachsenum500,＝gewachsenum百．Ｕ皿riinglichinlI)＝1430＋



６３ 

V CV 

285-1715；jetzt-1600＋318＝1918；ｇｅｗａｃｈｓｅｎｕｍ２０３－ｕｍｍｅｈｒａｌｓ 

告ＤＣ･ＭＡ…M･……nnaMLwenMld２ 
Mehrwerthcapitalisirt,ｉｎＩＩｍｅｈｒａｌｓ２.2） 

３ 

１）６９ページのこのまえの部分には次のように書かれているが，消されている。

ｌ６９１Ｗｉｒｈａｂｅｎ 
Ｃ ｎｌ 

ｂ）Ｉ）5000＋500. 

Ｖ 

１１）1500ｃ＋299＋201. 

,5曲Ｍ÷…nwMM-500;ｇｉｅＭｏｆＭ)54i7+1083；
Ｖ 

Ｉ、Ⅱn

bleibenjetztnochinNaturalform８３(1)，dieersetztwerdendurch83(11)． 
ITl nl 

Letztreabzuziehnvon201(11),lasst:118(11).Fernerinc(11）einzuverleiben 
In C 

83(1)giebt:1583,infiird83zusiitzlichenc)11）n6thigabzuziehn壁v=＝
５ 

ｒｎ 

,6号,麺y,…上,02;｡｡｡…mMten：
Ｃ Ｖ 

Ｃ）1.5417＋1083＋(inConsum 

2）これに関連する「65ページおよび69ページのためのメモが書かれている１ペ

ージのばらの紙片」には，次のように書かれている。

FiirllfOIgendeRechnung，haterst： 
Ｃ ｖIn 

ll）1430＋285＋285==2000. 
C nm 

Esverkauftl430＋70==ｌ５００ａｎｌｕ・erhiiltdafiirl5001；ａｂｅｒａｎｍｈａｔ
ｃｖIn 

esjetzt285-70＝215；ｅｓｈａｔａｌｓｏｊｅｔｚｔ；1500＋285-卜215＝2000；braucht
C 

､MMOmehr…,MapMoay害-,Ｍs｡｡！…bvonm(Ⅱ）
ｚｕｚｕ＜このzuは不要である＞ｖ(ＩＤ；ｇｉｅｂｔ

Ｃ ｖｍ 

ｌｌ）giebt：1500＋299＋201＝2000．ＩｋａｕｆｔｆｉｉｒｌＯＯＧｅｌｄａｎｉｈｎ（100v)’ 

ｇｅｈｔａｂｖｏｎ２０１，lasstlO1；eskauftdagegenlOOml，liisstvon201＝101； 

brauchtfiirlOOaboutl8variablesCapital，liisstvonlO1-18-83，die 

giebt： 

1600＋299＋l01 

cvm 

nachd、１６００＋３１７＋８３＝2000.

したがって，同じ規模での再生産が行なわれるとすれば，その結果は次

のようになる。



６４「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

ｉ)霊::二'芸:芸'二二皿Q幽}合計-腿
1100＋550（１）と1600＋50(Ⅱ）〔との転換が行なわれれば〕，その結果は次

のようになる。
ｃｍ 

ｌ）5400＋550｛＋1650（Ⅱ〔）〕消費ファンド｝
ｖｍ 

Ⅱ）1650ｃ＋318＋268（すなわち318-50）

400ｍI（Ｃｌに合体される）には60の可変資本が必要であるとしよう｡3）

それが268(Ⅱ）から差し引かれる。268(Ⅱ)-60＝200.4）ｃ（Ⅱ)に付加さ

れる100(Ｉ)は20ｖを必要とするとしよう｡5）それが260(1)6)から差し引

かれて240（１）が残る。そのほか，ｃⅡに合体される50（１）のためには１０

ｖが必要であるとしよう。これが、(Ⅱ)から差し引かれて，残りは250に

なる。こうしてわれわれは次のものを受け取る｡7）

Ｄ`Ⅲ+ｎＭ+剛消費…)二二::|…Ⅷzm1800c＋3489)（〔＋〕250）

託i:霊:抑合計…
１）誤りを直すつもりだったのか，ここに「2386」と書いたのち，横線で消して

いる。

２）「9836｣－何回か重ね書きで修正しているので正確には読承取れないので，

表式の合計値を書いておく。

ﾖ)Ｉでの蓄積ﾌｧﾝﾄﾞは550であり,５:1に分割されるとすれば458÷｡と
，,二Ｖとになるはずである｡かりに400.とすれば川,では＿｢60｣では
なくて-80が追加可変資本となるはずであり，しかもその場合にはさらに７０

ｍがＩ部門に残ってしまう。いずれにしても，ここでの「400」と「60」とい

う数字は理解しがたい。このうちの「400」は，前年度のＩの追加不変資本の

数字を誤って取ったのではないかと推定する。

４）「200｣~｢208」の誤記であろう。

５）ここでは100ｃにたいして２０ｖと，ｃ：ｖの比率は正しく取っているが，し

かしそもそも100（１）の100という数字がどこからでてくるのか理解に苦し

む。マルクスのこれまでのしかたからすれば，すぐまえのＩでの追加可変資本
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と同額の60でなければならない。これも，前年度のＩの追加可変資本の数字を

誤って取ったのではないかと推定する。
ｍ 

６）「260(1)｣－この数字の出所もわからな↓､。前出の注４）を付した「200」

をこのように読永誤ったとでも考えるほかはない。

7）次の表式は，このパラグラフの左側に書かれている。内容から糸てあとから

書かれたものと考えられるので，ここにもってきた。
ＣＶ 

８）「5800＋1160｣－この数字は次のようlこして生じたものと推定する。（今年

度の原資本5400ｃ＋1100v)＋(前出の注３でふた400c＋60Ｖ)＝5800c＋1160Ｖ・
Ｖ Ｖ 

９）「1800ｃ＋348｣－この数字Ｍ(このようにして生じたものと推定する。「1100
, ｃｍ 

＋550（１）と1600＋50(Ⅱ)」の転換が行なわれたのちのⅡの資本，すなわち前
Ｖ 

出本文中の「Ⅱ）1650ｃ＋318……」を基礎にし，これに前出の注４でふた迫力ロ

資本100ｃ＋20Ｖと，さらにそのあとに記されている50ｃ＋10ｖとを加える。か

くして1800ｃ＋348ｖとなる。いうまでもなく，この操作も混乱している。最後

の50cはすでに最初の転換ののちの1650cに含まれていたはずなのである。

10）この合計「10,800」の基礎となっている「8400」および「2400」は，正確に

はそれぞれ「8460」および「2398」であり，合計「10,858」となる。しかし，

ここではいずれも，意識的に丸い数字にしているのであろう。
ＣＶ 

１１）この数値は，前出の注８）に付した「5800＋1160」の合計6960を書き誤った

ものと推定する。

〔原文〕

WiirdealsoaufReproductionaufgleicherStufenleitergeben： 

孟二::芸::芸:二二mｨ……；
ｖＩｎ ｃＩｎ 

ｌｌＯＯ＋550(1)==1600＋５０(11)，giebt： 
ｃＩｎ 

ｌ）5400＋550〔＋1650(11〈)〉Consulntionsfonds〕
Ｖ Ｉｎ 

ｌｌ）1650c＋318＋268（==318-50） 

fiir400ml（incorporirtincl〈）〉sollen60vari・Kn6thigsein，
Ｉｎ ｎｌ ｎｌ 

ｇｅｈｎａｂｖｏｎ２６８(11)．268(11)-60==200.100(1)ｇｅｆｉｉｇｔｚｕｃ(11）ｆｏｒｄｒｅ 
ｎｌ ｌｎ エｎ

２０ｖ；ｇｅｈｔａｂｖｏｎｖｏｎ１）260(1)，ltisst240(1)．Ausserdemfiir50(1)， 

incorporirtincll，erforderelOv-vonm（ＩＩａｄ）１dsst250．Ｕ・ｗｉｒ



６６「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

erhalten： 

Ｉ）5800+1160(+l500C｡n…on…)-MOOi1Moo 
II）1800c＋348．（250）＝24001￣￣￣ 

Ｃ＋Ｖ 

○獺二基:，:(c+の}s…刊Ⅲ
１）このｖｏｎは不要て.ある。

そして再生産が行なわれれば，次のようになる。
Ｃ Ｖ ｍ 

ｌ5800＋１１６０＋１１６０ 

Ⅱ）1800c＋348Ｖ＋348ｍ 

この場合に'Ｍが会の剰余価値だけを蓄積するのだとずるいⅡと
〔ｖ〕〔ｍ〕

〔転換されるの〕｜土1740(ｖ＋、）Ｉ（つまり1160＋580）だけである。し

たがってｃ（Ⅱ)には60の余剰が残る。これはＩによって買われなければな

らない。そのさい，まえよりも大きい可変資本は必要でないのであって，

われわれは次のものを受け取ることになる｡'）

Ｉ）5800＋5002） 

Ⅱl80qL士348士348

１はｃ（１）に合体される400（１）のために60ｖを必要とする。それが348

(Ⅱ)から差し引かれて，288(Ⅱ)が残る。Ⅱは追加の100ｖのために20ｖを

必要とする。これが288から差し引かれて，268(Ⅱ）が残る。そこで，Ｉ

とⅡとはそれぞれ次のようになる｡3)の

Ⅱ川Ⅲ+3,;8ＷⅡＭｓ,鋤}総資本〔c±１，〕'士Ⅱ柵鰯’
１）6200＋12205)＝ 

ｉｇＤ－－－ 
１）次の表式は，上の部分の左側に書かれている。しかし内容からゑてあとから

書かれたものと考えられるので，ここにもってきた。

２）「500｣－これは580-60で「520」とあるべきところであろう。

３）ここでもマルクスは，Ｉで400ｃ＋60v，そしてそれとは独立にⅡで100ｃ＋

２０ｖを蓄積するとしている。これは前年度で行なわれたのとほぼ同様の手続き
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であるが，まったく混乱しているというほかはない。

４）次の表式は，上の部分の左側に書かれている。しかし内容からゑてあとから

書かれたものと考えられるので，ここにもってきた。
Ｃ Ｖ・ ＣＶ 

５）「6200」と「1220」とは，今年度の資本5800-'-11601こ，前出の注３でふた追

加資本400ｃ＋60Ｖを加えたものである。
Ｖ 

６）「1900Ｖ」（これはもちろん「1900c」の誤記である）と「368」とは，今年度

の資本1800ｃ＋348Ｖに，前出の注３でふた追加資本100ｃ＋20Ｖを加えたもので

ある。
ｍ ｌｎ 

７）「208｣－これは上の文中の「268(Ⅱ)」のうちの６という数字（これはＯと

も見えるような格好をしている）を読糸誤ったものと思われる。

８）以上の２つのパラグラフでは，表式の右側に書かれている部分に，表式との

区切りと思われる縦線があるほか，全体の左側にインクによる縦線が引かれて

いる。

〔原文〕

Ｕ・beidReproduction：
Ｃ ｖｍ 

ｌ５８００＋１１６０＋１１６０ 

１１）1800ｃ＋348Ｖ＋348ｍ 

accumulirthierlnUrlMehrwerth,soausgetauschtgegencIInur： 
2 

1740(v＋ｍｌ）（＝1160＋580)．Ｂｌｅｉｂｔａｌｓｏｒｅｓｔａｕｆｃ(Ⅱ）ｖｏｎ６０；diese 

mussenvonlgekauftwerden；Ｏｈｎｅdassmehralsdfriiherevariable 

KapitalIIn6thiguwirerhalten8 
cm 

l）5800＋500 
Ｖ ｎｌ 

ｌｌｌ８００ｃ＋３４８＋３４８ 
Ｉｍ ｌｎ 

ｌｆｉｉｒ４００(1)incorporirtinc(1)braucht60v，ｇｅｈｎａｂｖ､348(11)， 
nl 

bleibt288(11）ｕ､ｗｉｒｈａｂｅｎｆｉｉｒｌ： 
nl nl 

lIbrauchtfiirzuschiissigelＯＯｖ－２０ｖ；ｇｅｈｔａｂｖ、２８８，ltisst268(11）

u、fiirllc：
Ｃ Ｖ 

1）6200＋1220＝ 

､)190い+3168(Ⅱ)|ｴji571+G・…tk叩畑(c+､)I+昨'6881



６８「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

'701したがって，次のようないくつかのケースがあるわけである。

〔原文〕

l701A1sofolgendeFiille： 

単純再生産の場合。（ｖ＋、）Ｉ＝ｃ（Ⅱ）（両者は互いに補填しあう｡）

〔原文〕

BeideinfachenReproduction：（v＋、）Ｉ＝ｃ（II）（ersetzensich

einander.） 

蓄積の場合。この場合には，なによりもまず蓄積率が問題になる。これ

までの事例ではIでの蓄積率がつねに不変であって,害(1)が蓄積され

るものと仮定した｡｡しかし,型子だけが拡大された生産で蓄積され。－ 

害は貨幣で蓄積されるものとした。
ｌ）「仮定した｣－エンゲルス版によってnahmen…ａｎの意に取っておくが，草

稿ではｎａｈｍｅｎとはどうしても読めない。sagenかもしれない。

〔原文〕

BeiAccumulation：HierkommtvoralleminBetracht：ｕ・dabei

kommtvoralleminBetracht：ｄ・Accumulationsrate･Ｉｎｄ・bisherigen

Hi1lenxxxxxwiran，dassdAccumulationsrateinlconstentesb1eibt 

-害(1)…nuli此ＭＭ… ｍ×Ｓｍ…i…MMion,二４ 

inGeld． 

そのさい，次の３つのケースが生じた。

')（v+告､)(､-｡(Ⅱ)仁の｡(Ⅱ)は(v+､)Iよりも小さ
い。（これはつねにそうでなければならないのであって，そうでなければ

Ｉは蓄積しないことになる。Ｏ〕

2)（v+＝､)>･I二の場合には,Ⅱが(･･プラス.mの1部
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分)Ⅱによって(叶去)mInを補填することによって,補填が行なわ
れる｡した札てこの額は(・愚'+＝､)Iである｡この場合二の転換は
Ⅱ）にとってはその不変資本の単純再生産ではなくて，すでに，Ⅱの剰余

生産物のうちⅡが生産手段Ｉと交換する部分だけの大きさの不変資本の蓄

積であり，同時にまた，Ⅱがそれに応じて自分の可変資本を自分自身の剰

余生産物から補充することを含んでいる。

3)（v+＝､)〔I〕<･I二の場合には,Ⅱはこの転換によっては
自分の不変資本をすっかりは再生産していないのであって，不足分のため

にＩから買わなければならない。しかし一方では，そのために血での〕

可変資本のそれ以上の蓄積が必要になるわけではない。というのは，Ⅱの

不変資本は，その大きさから見れば，この操作によっていまはじめて，す

っかり再生産されるのだからである｡3）

Ｄ｢(v+÷)ｍ'｣－明らかに｢(w+＝､)I｣の誤記である。
２）「ｃ｣－｢ｖ」の誤記である。鉛筆でｖと訂正されている。

３）このパラグラフの左側にはインクで縦線が引かれている。

〔原文〕

Dabeiergabensich3Fiille： 

!)(叶去､)(D-c(Ⅱ),w…<ａＭ+､)Ｌ(Di…．…
immerseinsonstaccumulirtelnicht.〈）〉

ﾕ)(v+＝､),>･ⅡⅢ…Ｍｄ…a…….wi…蘂

Ⅱ(v+＝)m,｡……(．+TMⅡ…)ⅡⅢ…Ｍ蹄
S…←(．,,+告､)nＭ…Ｍ１…U…肋Ⅱ)伽
einfacheReproductionseinesconstantenCapitals，ｓｏndernschon 

AccumulationdesselbenumdenTheilseinesMehrproducts,denes 

ausgetauschtgegenProductionsmittelLschliesstzugleichein,dass 

esentsprechendseinvariablesKapitalausseinemeignenMehrpro‐ 

duktergtinzt． 



７０「蓄積と拡大再生産」（『資本論』第２部第21章）の草稿について（下）

3)(v+＝､)《,><cnMi…MMndumM・愚.mU…‘
seinconstantesCapitalnichteinfachreproducirt，mussalsofiird 

Deficitvonlkaufen、Diesern6thigtaberkeineweitreAccumulation

vonvariablemKapitaleinerseits，daseinconstantesKapitald､Gr6sse 

nachjetztersteinfachreproducirtistdurchdieseOperation． 

Ｄ｢o'十÷)m'｣－｢(v+会､)'｣の誤記である。
２）「ｃ」－｢ｖ」の誤記である。

他方，この転換によって，Ｉの資本のうちただ追加貨幣資本を積承上げ

てきただけの部分は，すでにこの種の「蓄積」の部分を完了したのであ

る。そこで上述の事例（このまえの２ページ）は次のようになる。もし以

前と同様に告`〕が貨幣鋤資本に転化され,苦`)が現実の蓄積に〔向けられ
る〕のであればIたがって580鋤のうち豈鋤が,つ…6｡が貨幣蓄
積に〔向けられ〕，4647)が現実に蓄積されるのであれば，1168)のうちす

でに509)が貨幣化されているのであって，その残りは6610)であり，これが

貨幣化されなければならないのである｡'1）

Ｄ｢告｣－鉛筆によって｢5｣が｢6｣に訂正されている｡このﾊﾟﾗｸﾞﾗﾌで
の同種の訂正はすべてエンゲルスによるものであろう。

２）「貨幣｣－インクでつぶれているが，こう読んで誤りないであろう。

の｢耆｣－鉛筆によって｢号｣に訂正されている。
４）「580｣－鉛筆によって「587」に訂正されている。

の｢÷｣－鉛筆にわて｢5｣が｢6｣に訂正されている。
６）「116｣－鉛筆によって「98」に訂正されている。

７）「464｣－鉛筆によって「489」に訂正されている。

８）「116｣－鉛筆によって「98」に訂正されている。

９）「50｣－鉛筆によって「45」に訂正されている。

１０）「66｣－鉛筆によって「53」に訂正されている。

１１）このパラグラフの左側にインクで縦線が引かれている。そして，鉛筆による

修正のある「もし以前と同様に」以下の部分には，さらにその左側に鉛筆で縦

線が引かれている。

〔原文〕



7１ 

AndrerseitsdurchdiesenUmsatzdTheildKapitalsvonl，der 

nuradditionellesGeldkapitalaufhaufthatschonTheildieserSorte 

,,Accumulation“vollbrachtu・wirhabenimobigenFall（beidevorige

Seite)wennwiefriiher上inGeldcapitalverwandeltu・全inwirkliche
５５ 

１ 
Accumulation;alsovon580--zurGeldaccumlationｌｌ６ｕ、４６４wirk‐

５ 

lichaccumulirt，sindbereitsvondll6-50vergoldet；lasstdavon 

iibrig：６６shalltobegolded． 

1）単純な蓄積')では，たとえばわれわれがすでに見た，
ＣＶ Ｉｎ 

ｌ）4000＋1000＋1000 

ｍ2000ｃ＋500Ｖ＋500ｍ 

の事例がそうであるように，（Ｃ＋Ｖ)2)（１）＝Ｃ（１３)）であって，この場

合には単純な再生産が行なわれる。このことは，資本主義的生産とは両立

しないだけではない。｛このことは，たとえば，10-11年の産業循環のな

かである年の総生産がしばしば前年等々のそれよりも小さく，したがって

前年等盈に相応した単純再生産さえも行なわれない，ということを排除す

るものではない｡）毎年人口の自然増がある場合には,単純再生産が行なわ
､－ 

，１ 

れうるのは，1500の分け前にあずかっていっしょに消費する不生産的な僕

脾が次々と増加していくかぎりでのことである。この場合には，逆に資本

の蓄積は，つまり現実の資本主義的生産は不可能である。したがって鈩資

本主義的蓄積という事実は，（ｖ＋、）Ｉ＝2000ｃを排除するのであり，し

たがって後者は前者を排除するのである。とはいえ，資本主義的蓄積が行

なわれる場合でも，以前の一連の生産期間に行なわれたいくつかの蓄積過

程の進行の結果として，ｃ（Ⅱ）が（ｖ＋、）（Ⅱ)4)に等しい場合だけで

なく，それよりも大きいという場合が徐々に起こってくるかもしれない。

これはⅡでの過剰生産であって，それはただ大きな崩落によって調整さ

れ，その結果として資本はⅡからＩに移ることになるであろう。－不変

資本の１部分がⅡ自身によって再生産されるものである場合，たとえばジ



７２「蓄積と拡大再生産」（『資本論」第２部第21章）の草稿について（下）

ヤガイモ栽培等戈で種子のために再生産される場合にも，（ｖ＋、）Ｉの計

算にはなんの変わりもない。Ⅱ）のこの部分がＩ（ｖ＋、）とⅡ（ｃ）との

あいだでの転換にかんして問題にならないのは，そのさいにＩＣが問題に

ならないのと同じことである。また，Ⅱの生産物の１部分がふたたび生産

手段としてＩにはいることができても，これもまた少しも事柄を変えるも

のではない。その場合には，直接に〔生産資本の〕諸要素としてＩにはい

ることができるものは，ＩとⅡとの相互の価値の転換を考える場合には，

Ⅱから取り除いておかなければならないだけのことである｡5）

１）「単純な蓄積｣－｢単純再生産」とあるべきところであろう。

２）「(ｃ＋ｖ)｣－明らかに「(ｖ＋、)」の誤記である。このうちの「ｃ」は，

鉛筆で「ｍ」と訂正されている。エンゲルスによるもの？

３）「Ｉ｣－｢Ⅱ」の誤記。鉛筆で加筆してⅡにしてある。

４）「(Ⅱ)｣－明らかに「（１）」の誤記である。

５）このパラグラフの左側にはインクで縦線が引かれている。

〔原文〕

１）IndeinfachenAccumulation,ｗｏｗｉｒｚ.Ｂ・hatten：
Ｃ Ｖ ｍ 

ｌ）4000＋1000＋1000． 

ID2000c＋500v＋500m， 

ist（c＋v)，(1)＝c(12))；dabeifindeteinfacheReproductionstatt・Dies

istnichtnurunvertriiglichmitdkapitaLProduction〔wasnicht

ausschliesstdassz､BimindustriellenCyclev､１０－１１JahreneinJahr 

oftgeringreGesammtproductionhat,verglichenmitvorhergehendem 

etc.，alsonichteinmaleinfacheReproductionimVerhdltnisszuvorher‐ 

gehendemetc・Jahrstattfindet〕；ｂｅｉｄ・natiirlichenjdhrlichenWachs‐

thumdBev61kerungk6nnteeinfacheReproductionnursofarstatt‐ 
ｎ１ 

ｆｉｎｄｅｎａｌｓｓｈａｒｅｖｏｎｄ、１５００successivrnehrunproductiveDinstler

mitzehrtenDagegenAccumulationv・Kapital，alsorealcapitalistic

productionhierbeiunm6glich・Also，dThatsachecapitalist・Accumu‐

lationschliesstaus，ｄａｓｓ（v＋、)I-2000c，alsoviceversaDennoch
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k6nntebeid・capitaLAccumulationselbstallmtiligdieserFalleintreten，

dass(11)3）inFolgedGangsderinderfriiherenProductionsperioden＿ 

reihevollzognenAccumulationsprocessec(Ⅱ）nichtnurgleich,sondern 

＞als（v＋、）（114))．DieswiireeineUeberproductioninll，ｄｉｅｎｕｒ

auszugleichendurchgrossenKrachinFolgedessenKapitalv・IIauf

liibertragen.－EsandertandBerechnungen（v＋、）Iauchnichts，

ｗｅnneinTheildconstantenKapitalsv・IIselbstreproducirtes，ｗｉｅ

ｚＢ・beiKartoffelbauetc・ｆｉｉｒｄ・Ｓａｍｅｎｅｔｃ、DieserTheilv、１１）

ｋｏｍｍｔｅｂｅｎｓｏｗｅｎｉｇｉｎＢｅｔｒａｃｈｔｍｉｔＢezugaufdUmsatzzwischen 

I(v＋、）ｕ、ＩI(c）ｗｉｅｃ(1)dabeiinBetrachtkommt・Esiindert

auchnichtsandSache，ｗｅｎｎｅｉｎＴｈｅｉｌｄ・Productev・IIwieder

fahigistalsProductionsmittelinleinzugehn・Ｅｓｓｉｎｄｄａｎｎｎｕｒｅｎｔ‐

ｆｅｒｎｔｚｕｄｅｎｋｅｎｉｍＵｍｓａｔｚｖ・Ｉｕ，IIdwechselseitigenWerthel：ｖ・

ＩＬｌｄｉｅｄｉｒｅｃｔａｌｓＥｌｅｍｅｎｔｅｉｎＩｅｉngehenk6nnen． 

１）「(ｃ＋ｖ)｣－｢(ｖ＋、)」の誤記である。

２）「Ｉ｣－｢Ⅱ」の誤記である。

３）この「(Ⅱ)」は不要であろう。

４）「Ⅱ｣－「Ｉ」の誤記である。

したがって，資本主義的生産では，（ｖ＋、）Ｉがｃ（Ⅱ)に等しいことは

ありえないのであり，言い換えれば，相互の転換でこの両者が一致するこ

とはありえないのである｡'）

１）このパラグラフの左側にはインクで縦線が引かれている。

〔原文〕

Alsobeikapitalist､Product・k6nnen（v＋、)Inicht＝c(11）ｓein,od

diesesichnichtwechselseitigiｍＵｍｓａｔｚｇｅｇｅｎ〈ein〉anderdecken．

二れに反してⅡ(二)を､《①》のうちIが収入として支出する部分
だとすれば,(v+二)’は｡(Ⅱ)に等しいことも,それより大きいこと
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も小さいこともありうる。しかし,(v+二)’はつねに(。+､)Ⅱ
よりも小さくなければならない。しかも，Ⅱ）（、）のうちの，どんな場合

にも資本家階級Ⅱが自分で食わなければならない部分だけ，より小さくな

ければならないのである｡Ｄ

１）このパラグラフの左側にはインクで縦線が引かれており，その末尾はＬ字状

に右に大きく曲げられている。

〔原文〕

,.…k…．､､Ⅱ(ﾆﾙﾛTMI…|:(DⅢＭ… 
Revenuev．､１Ｍ｡be…sei､,(v+ニル<>･(Ⅱ);(v+署)Imu鵠
aberimmerkleinerseinals（c＋、)ＩＩｕ、zwarsovielkleinerals

derTheilvonll）（、）ｄｅｎｄ､KapitalistenklassellunterallemUmsttin‐

denselbstzufressenhat． 

注意しておきたいのは，蓄積についてのこの叙述では，不変資本の価値

は，それが商品資本の価値のうちの，それの助力によって生産された部分

であるかぎりでは，正確には示されていないということである。新たに蓄

積された不変資本の固定部分は，ただ徐々かつ周期的に，これらの固定的

要素そのものの性質に応じてさまざまな仕方で，商品資本のなかにはいる

だけである。それゆえ,原料,半製品，《等を》が商品生産に''711はいる場

合には，商品資本のかなり大きい部分が流動《不変》成分と可変資本とか

ら成っている。（しかし，このような取扱い方ができるのは，流動成分の

回転のためである。すなわち，流動部分がそれに交付された固定資本の価

値部分といっしょに１年のうちに何回も回転して，供給される商品の総額

が，年間の生産にはいる総資本の価値に等しくなる，ということが仮定さ

れているのである｡）しかし，機械経営に補助材料だけが用いられて原料

が用いられない場合には，労働要素＝ｖが商品資本のなかでより大きく

（商品資本の成分として）現われなければならない。利潤率では－固定
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成分が周期的に生産物に交付する価値の多少にかかわりなく－乗1余価値

が総資本にたいして計算されるのにたいして，周期的に生産されるそれぞ

れの商品資本の価値については，不変資本の固定部分は，ただ，その消費

によって平均的に価値を生産物そのものに交付するかぎりで，算入される

べきものである。

〔原文〕

Ｅｓｉｓｔｚｕｂｅｍｅｒｋｅｎ，dassbeidieserDarstellungdAccumulationd、

WerthdconstantenKapitals，sofernesWerththeildesWaarenkapi‐ 

tals，zudessenProductionesmitwirkt,nichtexactdargestelltist・Der

fixeTheild・neuaccumulirtenconstantenKapitalsgehtnurallmdhlig

u・periodisch,jenachdNaturdieserfixenElementeselbstverschieden，

ｉｎｄ・Waarenkapitalein；diesbestehtdaherda，ｗｏＲｏｈ‐ｕ、Halb

fabrikatl：etc.：｜ｉｎdWaarenproductionll711eingeht,zugrossrem 

Theilauscirculirendeｎｌ：constanten：lBestandtheilenu､ausvariablem 

KapitaL（Ｄ・UmschlagsdcirculirendenBestandtheilewegenkann

dochsoverfahrenwerden；ｅｓｉｓｔｄａｍｉｔａｎｇｅｎｏｍｍｅｎ，dassinnerhalb 

dJahresd・circulirendeTheil,zusammenmitdemanihnabgegebnen

Werththeilv・fixemKapitalsooftumschliigt，ｄａｓｓｄ・Gesammtsumme

d・geliefertenWaaren＝ｄＷｅｒｔｈｄ､gesammtenindjiihrlichePro‐

ductioneingehendenKapitals.）ＷｏabernurfijrdMaschinenbetrieb 

Hilfsstoffeeingehn，keinRohmaterial，mussdArbeitselement＝v 

grossererscheinenimWaarenkapital（alsBestandtheildesselben)． 

Wiihrendind・ProfitratedMehrwerthberechnetwirdaufdGesammt‐

kapital-unabhangigdavon，ｗｉｅｗｅｉｔｄ、fixenBestandtheilevielod・

wenigWerthperiodischand・Productabgeben-istfiird・Werth

jedesperiodischerzeugtenWaarenkapitalsdfixeTheildconst・Kapi‐

talsnursoweitzuberechnen，alserdurchVerbrauchonanaverage 
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WerthandProduktselbstabgiebt． 

Ⅱにとっての本源的な貨幣源泉は，ｃⅡの１部分と交換される，金生産

Ｉの（ｍ＋ｖ）Ｉである。ただし，金生産者が剰余価値を生産手段に転化

させるかぎりでは，この（ｍ＋ｖ）ＩはⅡにはいらない。他力，このよう

な貨幣の蓄積（金生産者rl身の側での）が最終的には拡大された規模での

再生産に至るかぎりでは，金生産の剰余価値のうち収入として支出されな

い部分は追加可変資本としてＩＤにはいって，ここで新たな貨幣蓄蔵を促

すか，あるいはまたＩから買うための新たな手段を直接に－直接に再び

Ｉに売ることなしに－与えるのである。金生産者がｃⅡと交換する（ｖ

＋、)Ｉからは，Ⅱのある種の生産部門が原料等々として，要するにその

不変資本の諸要素として－あるいはむしろこれらの要素の再補填のため

に－必要とする《金》部分が差し引かれる｡2）ＩとⅡとの関係のなかで

の一時的な－拡大再生産に先行する－貨幣蓄蔵のための要素は，次の

ような場合に生じる。Ｉにとっては，ｍｌの１部分がⅡの追加不変資本の

ためにⅡに一方的に売られる場合|この承，生じる。Ⅱにとっては，同じこ

とがＩの側で追加可変資本について行なわれる場合に生じる。同じくⅡに

とっては，Ｉによって収入として支出される剰余価値の１部分がｃ（Ⅱ)に

よって補填されず,したがって、(Ⅱ）《部分》にまで及び，この部分がそれ

によってただちに貨幣化される場合に生じる｡もし(v+二)Iが｡Ⅱよ
りも大きければ，ｃⅡほその単純再生産のためには，ｍ(Ⅱ)のうちからＩ

が消費してしまったものをＩからの商品によって補填する必要はない。問

題になるのは，Ⅱの資本家たちの交換一ｍ(Ⅱ)に関連しうるだけの交換

一の内部でどの程度まで貨幣蓄蔵が行なわれうるか，ということであ

る。すでに述べたように，Ⅱの内部で直接的蓄積が行なわれるのは，ｍ

(Ⅱ)の１部分が直接に可変資本に転化される（Ｉでｍｌの１部分が直接に

不変資本に転化されるのとまったく同様に）ということによってである。

Ⅱのさまざまな事業部門のなかでも，また同一の事業部門のさまざまの構
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成員（消費する構成員）についても，蓄積の年齢階層Iまさまざまである

が，必要な変更を加えれば，Ｉの場合とまったく同様に説明される。＿方

のものはまだ退蔵の段階にあって，買うことなしに売り，他方のものは拡

大再生産の時点（沸騰点）に達している（売ることなしに買う)。追加可変

《貨幣》資本はまず第１に追加労I動力に支払われる。しかしこの労働力

は，貨幣蓄蔵をしつつある人々（労働者の消典にはいる追加消Yli手段の所

有者）から生活手段を買う。彼らの貨幣蓄蔵の程度に応じて，貨幣は彼ら

の手から出発点に帰ってこないで，彼らが貨幣を退蔵するのである。’

１）「Ｉ｣－ｍ」の誤記であろう。

２）このパラグラフのこのあたりまでの左側にインクで（ジグザグの）縦線が引

かれている。

〔原文〕

DoriginaleGeldquellefiirllist（ｍ＋v)IdGoldproductionI,die 

sichgegeneinenTheilvonclIaustauscht；nursoweitdGoldpro‐ 

ducentMehrwerthinProductionsmittelverwandelt，ｇｅｈｔ（ｍ＋v)Ｉ 

ｎｉｃｈｔｉｎＩＩｅｉｎ；andrerseits，soweitsolcheAccumulationv・Ｇｅｌｄ

(seitensdGoldproducentenselbst）schliesslichzurReproduktionauf 

erweiterterStufenleiterfUhrt，gehteinnichtalsRevenuespentTheil 

d・MehrwerthsdGoldproductionfiirzuschiissigesvariablesCapital

ｉｎＩＤｅｉｎｕ，f6rderthierneueSchatzbildungod・giebtauchdirect

neueMittelvonIzukaufen，ohnedirectwiederaneszuverkaufen． 

Abgehtv.．．（v＋、）Ｉｗａｓｄ.Ｇoldproducentaustauschtgegencll）ｄ

Ｔｈｅｉｌｌ：dGoldes：１，dengewisseProductionszweigevonｌＩａｌｓＲｏｈｍａ‐ 

terialetc.，kurzalsElementeihresconstantenCapitals-od，ratherzu 

dWiederersatzdieserElementebraucht・Elementzurvorlaufigen-

d・erweitertenReproduktionvorhergehendenSchatzbildung-2）im

Verhiiltnisszwischenlu．Ⅱ,ist：ｆｉｉｒＩ）nur，ｗｅｎｎｅｉｎＴｈｅｉｌｖ・ｍｌ

ａｎＩＩＩ：einseitig：lverkauftwirdfiiradditionellesconstantesCapital 
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vll；ｆｉｉｒｌｌ）wennselbesseitensIfiirzuschiissigesvariablesKapital 

dFall；ｄｉｔｔｏｗｅｎｎｅｉｎＴｈｅｉｌｄｅｒｖ・IalsRevenuespentMehrwerth

nichtgedecktdurchc（Ⅱ)，ａｌｓｏｓｉｃｈａｕｃｈａｕｆｌ:Ｔｈｅｉｌｖ.：｜ｍ(11） 

…eckt,.。Ⅱ｡…hsof…団goIdet;ist(v+二)I>aMI,.．b…上
cllzuseinereinfachenReproductionnichtdurchWaareauslzuerset‐ 

zen,ｗａｓｄｉｅｓｖｏｎｍ(11)weggezehrthatEsfragtsichwieweitinnerhalb 

dAustauschesdCapitalistenll-einAustauschdersichnurａｕｆｍ（11） 

beziehnkann，Schatzbildungstattfindenkann・Wirwissen，dass

innerhalblldirecteAccumulationdadurchstattfindet，ｄａｓｓｅｉｎＴｈｅｉｌ 

ｄｍ（11）directinvariablesKapital（ｇｒａｄｅｗｉｅｉｎｌｅｉｎＴｈｅｉｌｖ・ｍｌ

directinconstantesCapital）verwandeltl：ｗｉｒｄ:|・Beidverschiednen

Altersklassend・AccumulationinnerhalbdverschiednenGeschiiftszweige

v､ＩＩｕ・beidGlieder（consumirenden）ｅｉｎｅｓｕ・desselbenGeschiifts‐

zweigs，erkliirtsichdSache，mutatismutandis，ｇａｎｚｗｉｅｓｕｂＩ・Ｄｉｅ

einenbefindensichnochimStadiumofhoarding，verkaufenohnezu 

kaufen,dandernonpoint（boilingpoint）derweiterterReproduction 

(kaufenohnezuverkaufen)．Dzuschiissigevariablel:Ｇｅｌｄ:lKapital 

werdenzuntichstausgelegtinadditionellerArbeitskraft；diesekauft 

aberLebensmittelv､dschatzbildenden（dInhaberdzuschiissigenind・

ArbeiterconsumeingehndenConsumtionsmitteln)．Vletzterenkehrt 

prorataihrerSchatzbildungdGeldnichtanseinenAusgangspunkt 

zuriick，ｓｉｅｈｏａｒｄｅｓｌ 

ｌ）「Ｉ」－｢Ⅱ」の誤記であろう。

２）このダッシュは，すぐまえの語のSchatzbildungのまえにあるべきものであ

ろう。

（1980年３月31日）


